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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信するための装置であって、
　第１の受信機を備え、第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受
信するように構成された第１のトランシーバ、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を
示すように構成される、と、
　前記第１のトランシーバに動作するように結合され、かつ前記第１のトランシーバが前
記第２の時間期間中にワイヤレス信号を送信することを抑制するように構成されたプロセ
ッサ、前記第１の受信機は、動作中、第１の送信帯域幅でワイヤレスにデータパケットを
受信し、第１の電力レベルで電力を消費するようにさらに構成される、と、
　前記第１の受信機に動作するように結合され、かつ、前記ワイヤレス局から受信された
ウェイクアップ信号を検出するように構成された第２の受信機、前記第２の受信機は、動
作中、前記第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成さ
れる、と
　を備え、
　前記プロセッサは、前記第１の受信機および前記第２の受信機に動作するように結合さ
れ、かつ前記第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出するとき、前記第１
の受信機をウェイクアップさせるように、かつ繰り返し発生する（recurring）時間期間
を、関連付けられた前記ワイヤレス局に基づいて決定するように構成され、
　前記ウェイクアップ信号の第２の送信帯域幅は、前記第１の送信帯域幅よりも小さく、
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前記第２の受信機は、ワイヤレスチャネルを介して前記ウェイクアップ信号を検出するよ
うに構成され、前記ワイヤレスチャネルの帯域幅は、前記送信帯域幅よりも小さく、
　前記第２の受信機は、前記繰り返し発生する時間期間に基づいて前記ウェイクアップ信
号を検出するようにさらに構成される、装置。
【請求項２】
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記プロセッサは、前記第１のトランシーバが前記送信持続時間中に前
記ワイヤレス信号を送信することを抑制するようにさらに構成される、請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、請求項２
に記載の装置。
【請求項４】
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェックサ
ムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成される、請
求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記バックオフ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルの送信帯域幅
よりも小さい、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記ワイヤレス局は、前記第２の時間期間中に、第２の受信機に別の信号を送信するよ
うにさらに構成され、前記第１のトランシーバによって送られた前記ワイヤレス信号の不
在は、前記第２の時間期間中に前記第２の受信機によって受信される前記別の信号への干
渉を低減する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記バックオフ信号は、データを含むペイロードをさらに備え、前記第２の受信機は、
前記データを復号するようにさらに構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え、前
記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさら
に備える、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号および第２のウェ
イクアップ信号をさらに備え、前記少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号は、前記
第２の受信機をウェイクアップさせるように構成され、前記第２のウェイクアップ信号は
、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信された送信可（clear to s
end）信号を受信するようにさらに構成され、前記送信可信号は、前記第１の時間期間ま
たは前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを含む第３の時間期間を示し、前記プロ
セッサは、前記第１のトランシーバが前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信す
ることを抑制するようにさらに構成される、請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信
するように構成され、前記プロセッサは、前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルア
セスメントを行うようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１の受信機は、前記第１の受信機が前記データパケットを受信した後にスリープ
するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
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　前記繰り返し発生する時間期間は、規格によって定義される繰り返し発生する時間期間
を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記繰り返し発生する時間期間は、前記プロセッサと送信機局との間でネゴシエートさ
れる繰り返し発生する時間期間を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信号の送信持続時間の情報を含むプリ
アンブルをさらに備え、前記第２の受信機は、前記送信持続時間の少なくとも１つの部分
中に前記ウェイクアップ信号の少なくとも１つの部分を検出する、請求項１に記載の装置
。
【請求項１６】
　前記プリアンブルは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルである、請求項１５に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さく、前記ワイヤ
レスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さい、請求
項１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信帯域幅よりも小さく
、前記ワイヤレスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信
帯域幅よりも小さい、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ウェイクアップ信号は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを備え、前記プロセッサは
、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを復調するようにさらに構成される、請求項１に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記ウェイクアップ信号は、チェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェ
ックサムに基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成
される、請求項１に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ウェイクアップ信号は、ペイロードをさらに備え、前記プロセッサは、前記ペイロ
ードを復号するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ウェイクアップ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え
、前記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するようにさらに構成され
た複数の相関器をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２３】
　別のウェイクアップ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるために送信機局によ
って送信される、請求項１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ウェイクアップ信号および前記別のウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信
号の送信持続時間、または前記別のウェイクアップ信号の別の送信持続時間のうちの少な
くとも１つの情報を備えるプリアンブルを共有する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　送信機局が前記ウェイクアップ信号を送信した後に、ヌルフレームは前記送信機局によ
って送信され、前記プロセッサは、前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルアセスメ
ントを行うようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第２の受信機は、送信機局によって送信された送信可信号を受信するようにさらに
構成され、前記送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備える、
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請求項１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記送信可信号は、前記送信機局のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別
の所定のアドレスのうちの少なくとも１つの情報を備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第２の受信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使
用して前記ウェイクアップ信号を検出するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項２９】
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバ、第２のトランシーバ、およ
び第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信するための装置であって、前記装置は、
　　前記第２のワイヤレス受信機の較正係数および位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージ
時間と、低電力ウェイクアップ信号の持続時間とに基づいて、バックオフ時間期間を決定
し、
　　前記第１のトランシーバが前記バックオフ時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセ
スを保留することを示すように構成された送信可（ＣＴＳ）フレームを生成する
　ように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに動作するように結合され、かつ、
　　第１の送信帯域幅で前記第１のトランシーバにデータパケットを送信し、
　　前記第１のトランシーバに送信可（ＣＴＳ）フレームを送信し、かつ前記第１の送信
帯域幅よりも小さい第２の送信帯域幅を用いて、ワイヤレスチャネル上で前記第２のワイ
ヤレス受信機に前記低電力ウェイクアップ信号を送信する
　ように構成された送信機と
　を備え、前記低電力ウェイクアップ信号は、前記第２のトランシーバをウェイクアップ
させるように構成される、装置。
【請求項３０】
　バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブルを
さらに備え、前記第１のトランシーバは、前記バックオフ信号の前記送信持続時間中前記
ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するようにさらに構成される、請求項２９に記載
の装置。
【請求項３１】
　バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２
のワイヤレス受信機のうちの少なくとも１つは、前記チェックサムに基づいて前記バック
オフ信号の首尾よい復号を検出するように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　バックオフ信号は、データを備えるペイロードをさらに備え、前記第１のトランシーバ
または前記第２のワイヤレス受信機のうちの少なくとも１つは、前記データを復号するよ
うにさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　バックオフ信号の送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備え
る、請求項２９に記載の装置。
【請求項３４】
　前記低電力ウェイクアップ信号の前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリ
アンブルの送信帯域幅よりも小さい、請求項２９に記載の装置。
【請求項３５】
　バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を備えるペイロードをさらに備え、前記
第１のトランシーバまたは前記第２のワイヤレス受信機のうちの少なくとも１つは、前記
少なくとも１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさらに備える、請求項２９に
記載の装置。
【請求項３６】
　前記送信機は、別のバックオフ信号を送信するようにさらに構成され、前記別のバック
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オフ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、請求項２９に記載
の装置。
【請求項３７】
　前記バックオフ信号および前記別のバックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続
時間、または前記別のバックオフ信号の別の送信持続時間のうちの少なくとも１つの情報
を備えるプリアンブルを共有する、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記送信機は、ヌルフレームを送信するようにさらに構成され、前記第１のトランシー
バまたは前記第２のワイヤレス受信機のうちの少なくとも１つは、前記ヌルフレームに基
づいてクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項２９に記載の
装置。
【請求項３９】
　前記送信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使用して
バックオフ信号を送信するようにさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項４０】
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信する方法であって、
　第１の受信機が、第１の送信帯域幅でデータパケットを受信すること、前記第１の受信
機は、動作中、第１の電力レベルで電力を消費するように構成される、と、
　第１の受信機が、第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受信す
ること、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される、と、
　前記第１の受信機に動作するように結合されたプロセッサが、前記第２の時間期間中ワ
イヤレス信号を送信するのを控えることと、
　前記第１の受信機に動作するように結合された第２の受信機が、前記ワイヤレス局から
受信されたウェイクアップ信号を検出すること、前記第２の受信機は、動作中、前記第１
の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成される、と、
　前記プロセッサを介して、第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出する
とき、前記第１の受信機をウェイクさせること、ここにおいて、前記プロセッサは、第２
の受信機に動作するように結合される、と、
　前記プロセッサを介して、繰り返し発生する時間期間を、関連付けられた前記ワイヤレ
ス局に基づいて決定することと
　を備え、
　前記ウェイクアップ信号の第２の送信帯域幅は、前記第１の送信帯域幅よりも小さく、
前記第２の受信機は、ワイヤレスチャネルを介して前記ウェイクアップ信号を検出するよ
うに構成され、前記ワイヤレスチャネルの帯域幅は、前記送信帯域幅よりも小さく、
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記繰り返し発生する時間期間に基づいて
前記ウェイクアップ信号を検出することを備える、方法。
【請求項４１】
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることは、前記送信持続時間中
前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることを備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、請求項４
１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記バックオフ信号を受信すること
は、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出することをさ
らに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４４】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅よりも小さい、請求項４０
に記載の方法。
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【請求項４５】
　前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信帯域幅よりも小さく
、前記ワイヤレスチャネルの前記帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信
帯域幅よりも小さい、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信することと、
　前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うことと
　をさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４７】
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信された送信可信号を受信すること、前記送信可信号は、
第３の時間期間の情報を示すように構成され、前記第３の時間期間は、前記第１の時間期
間または前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを備える、と、
　前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることと
　をさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４８】
　前記方法は、前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせた
後に、または前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせる前
に、前記第１の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、請求項４０に記載の
方法。
【請求項４９】
　前記方法は、前記ウェイクアップ信号を検出する前に、または前記ウェイクアップ信号
を検出した後に前記第２の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、請求項４
０に記載の方法。
【請求項５０】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、繰り返し発生する時間期間で前記ウェイク
アップ信号を検出することを備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５１】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間を
検出することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルに基づいて前
記送信時間期間を検出することを備える、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を検
出することを備える、請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のチェックサムに
基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出することを備える、請求項５３に
記載の方法。
【請求項５５】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のペイロードを復
号することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５６】
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、複数の相関器を使用して前記ウェイクアッ
プ信号を検出することをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項５７】
　前記方法は、送信機局によって送られた送信可信号を検出することをさらに備え、前記
送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備える、請求項４０に記
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載の方法。
【請求項５８】
　前記送信可信号を検出することは、前記送信可信号の少なくとも１つの宛先アドレスの
情報を検出することをさらに備え、前記少なくとも１つの宛先アドレスは、前記送信機局
のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別の所定のアドレスのうちの少なくと
も１つの情報を備える、請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記ウェイクアップ信号を検出することはさらに、オンオフ変調または周波数偏移変調
のうちの少なくとも１つを使用して前記ウェイクアップ信号を復号することを備える、請
求項４０に記載の方法。
【請求項６０】
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバ、第２のトランシーバ、およ
び第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信する方法であって、
　第１の送信帯域幅を介して前記第１のトランシーバにデータパケットを送信することと
、
　前記第２のワイヤレス受信機の較正係数および位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージ時
間と、低電力ウェイクアップ信号の持続時間とに基づいて、バックオフ時間期間を決定す
ることと、
　前記第１のトランシーバが時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するよう
に、前記第１のトランシーバに前記時間期間を示すように構成された送信可（ＣＴＳ）フ
レームを生成することと、
　前記第１のトランシーバに前記送信可（ＣＴＳ）フレームを送信することと、
　前記第１の送信帯域幅よりも小さい第２の送信帯域幅を用いて、ワイヤレスチャネルを
介して前記第２のワイヤレス受信機に前記低電力ウェイクアップ信号を送信することと
　を備え、前記低電力ウェイクアップ信号は、前記第２のワイヤレス受信機をウェイクア
ップさせるように構成される、方法。
【請求項６１】
　バックオフ信号を生成することは、プリアンブルを備える前記バックオフ信号を生成す
ることをさらに備え、前記プリアンブルは、前記第１のトランシーバが前記バックオフ信
号の送信持続時間中前記ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するように、前記第１の
トランシーバに前記バックオフ信号の前記送信持続時間を示すように構成される、請求項
６０に記載の方法。
【請求項６２】
　バックオフ信号を生成することは、チェックサムを備える前記バックオフ信号を生成す
ることをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２のワイヤレス受信機のうち
の少なくとも１つは、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を
検出するように構成される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６３】
　バックオフ信号を生成することは、データペイロードを備える前記バックオフ信号を生
成することをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２のワイヤレス受信機の
うちの少なくとも１つは、前記データペイロードを復号するようにさらに構成される、請
求項６０に記載の方法。
【請求項６４】
　バックオフ信号を送信することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間中に前
記バックオフ信号を送信することを備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６５】
　前記ワイヤレスチャネルの前記第２の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１送信帯域幅
よりも小さくあるように構成される、請求項６０に記載の方法。
【請求項６６】
　バックオフ信号を生成することは、少なくとも１つの単相信号を備える前記バックオフ
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信号を生成することを備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６７】
　前記方法は、
　前記第１のトランシーバが送信機の別の時間期間中に前記ワイヤレス媒体へのアクセス
を保留するように、前記第１のトランシーバに前記別の時間期間を示すように構成された
別のバックオフ信号を生成することと、
　第３の受信機をウェイクアップさせるように前記別のバックオフ信号を送信することと
　をさらに備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６８】
　バックオフ信号および別のバックオフ信号は、プリアンブルを共有し、前記プリアンブ
ルは、前記バックオフ信号の送信持続時間、または前記別のバックオフ信号の別の送信持
続時間のうちの少なくとも１つの情報を備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６９】
　前記方法は、ヌルフレームを送信することをさらに備え、前記第１のトランシーバまた
は前記第２のワイヤレス受信機のうちの少なくとも１つは、前記ヌルフレームに基づいて
クリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、請求項６０に記載の方法。
【請求項７０】
　バックオフ信号を送信することは、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なく
とも１つを使用して前記バックオフ信号を送信することを備える、請求項６０に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その開示が全体として参照によりここに組み込まれる、２０１２年８
月１７日に出願された「SYSTEMS AND METHODS FOR LOW POWER WAKE UP SIGNAL AND OPERA
TIONS FOR WLAN」と題する米国仮特許出願第６１／６８４，５３２号に対して、米国特許
法第１１９条（ｅ）に基づく優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本願は、概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、ワイヤレス通信を可
能にするためのシステム、方法、およびデバイスに関する。ここにおけるある特定の態様
は、ＷＬＡＮのための、低電力ウェイクアップ信号および動作に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信ステムでは、通信ネットワークは、いくつかの相互作用する空間
的に隔てられたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、
例えば、都市エリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアでありうる、地理的範囲
にしたがって分類されうる。
【０００４】
そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、都市エリ
アネットワーク（ＭＡＮ:metropolitan area network）、ローカルエリアネットワーク（
ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ばれうる。また、ネット
ワークは、様々なネットワークノードおよびデバイスを相互接続するために使用される交
換（switching）／ルーティングの技法（例えば、回路交換対パケット交換）、送信のた
めに用いられる物理媒体のタイプ（例えば、ワイヤード（wired）対ワイヤレス）、およ
び使用される通信プロトコルのセット（例えば、インターネットプロトコルスイート、Ｓ
ＯＮＥＴ（同期型光ネットワーク）、イーサネット（登録商標）等）に準じて、異なる。
【０００５】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素が移動式であり、それにより動的
接続のニーズを有するとき、またはネットワークアーキテクチャが固定式よりもアドホッ
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クのトポロジにおいて形成される場合に、しばしば、好まれる。ワイヤレスネットワーク
は、電波、マイクロ波、赤外線、光（optical）等の周波数帯域において電磁波を使用す
る無誘導伝搬モード（unguided propagation mode）における無形（intangible）物理媒
体を用いる。ワイヤレスネットワークは、固定式ワイヤードネットワークと比較されると
き、有利に、迅速なフィールド展開およびユーザの移動性を促進する。
【０００６】
　[0005]ワイヤレスネットワークにおけるデバイスは、互いの間で情報を送信／受信する
ことができる。その情報は、パケットを備えることができ、それはいくつかの態様ではデ
ータユニットと称されうる。パケットは、パケットのペイロードで搬送されうるような、
例えばユーザデータ、マルチメディアコンテンツ等のデータに加え、ネットワークを通じ
てパケットをルーティングすること、パケットにおけるデータを識別すること、パケット
を処理すること等に有用であるオーバーヘッド情報（例えば、ヘッダ情報、パケットプロ
パティ等）を含むことができる。
【発明の概要】
【０００７】
　[0006]本発明のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、これ
らのうちの何れも、単独でその望ましい属性を担うものではない。後続する特許請求の範
囲によって表される本発明の範囲を限定することなく、ここでいくつかの特徴が簡潔に説
明される。この説明を考慮した後に、また、特に「詳細な説明」と題されたセクションを
読んだ後に、当業者は、どのように本発明の特徴が、低電力かつ長距離ワイヤレス通信に
サブギガヘルツ帯域（sub-gigahertz band）におけるワイヤレス通信を提供することを含
む利点を提供するかを理解するであろう。
【０００８】
　[0007]本開示の一態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供している。装置は、動作
中、ワイヤレスにデータパケットを受信し、第１の電力レベルで電力を消費するように構
成された第１の受信機を含む。装置はさらに、第１の受信機に動作するように結合され、
かつ送信機局から受信されたウェイクアップ信号を検出するように構成された第２の受信
機を含む。第２の受信機はさらに、動作中、第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベ
ルで電力を消費するように構成される。装置はさらに、第１の受信機および第２の受信機
に動作するように結合され、かつ第２の受信機がウェイクアップ信号を首尾よく検出する
とき、第１の受信機をウェイクアップさせるように構成されたプロセッサを含む。
【０００９】
　[0008]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信の方法の実行を提供している。方法は、第
１の受信機で、ワイヤレスデータパケットをワイヤレスに受信することを含む。第１の受
信機は、動作中、第１の電力レベルで電力を消費するように構成される。方法はさらに、
第２の受信機で、送信機局によって送信されたウェイクアップ信号を検出することを含む
。第２の受信機は、動作中、第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費
するように構成される。方法はさらに、第２の受信機がウェイクアップ信号を首尾よく検
出するとき、ワイヤレスに第１の受信機をウェイクさせることを含む。
【００１０】
　[0009]本開示のまた別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供している。装置は
、ワイヤレスデータパケットを受信するための手段を含む。データパケットを受信するた
めの手段は、動作中、第１の電力レベルで消費するように構成される。装置はさらに、送
信機局によって送信されたウェイクアップ信号を検出するための手段を含む。ウェイクア
ップ信号を検出するための手段は、動作中、第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベ
ルで電力を消費するように構成される。装置はさらに、第２の受信機がウェイクアップ信
号を検出するとき、第１の受信機をウェイクさせるための手段のための手段を含む。
【００１１】
　[0010]本開示の別の態様は、ワイヤレス局とのワイヤレス通信のための装置を提供して
いる。装置は、第１の時間期間中に、ワイヤレス局からバックオフ信号を受信するように
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構成された第１のトランシーバを含む。バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように
構成される。装置はさらに、第１のトランシーバに動作するように結合され、かつ第１の
トランシーバが第２の時間期間中ワイヤレス信号を送信することを抑制する（refrain）
ように構成されたプロセッサを含む。
【００１２】
　[0011]本開示の別の態様は、ワイヤレス局とワイヤレスに通信するための方法の実行を
提供している。方法は、第１の時間期間中に、ワイヤレス局からバックオフ信号を受信す
ることを含む。バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される。方法はさら
に、第２の時間期間中、ワイヤレス信号を送信するのを控えることを含む。
【００１３】
　[0012]本開示の別の態様は、ワイヤレス局とのワイヤレス通信のための装置を提供して
いる。装置は、第１の時間期間中に、ワイヤレス局からバックオフ信号を受信するための
手段を含む。バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される。装置はさらに
、第２の時間期間中、ワイヤレス信号を送信するのを控えるための手段を含む。
【００１４】
　[0013]本開示の別の態様は、ワイヤレスモデムを介した、ワイヤレスの第１のトランシ
ーバおよび第２のワイヤレス受信機とのワイヤレス通信のための装置を提供している。装
置は、第１のトランシーバが時間期間中ワイヤレス媒体へのアクセスを保留する、この時
間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生成するように構成されたプロセッサを
含む。
【００１５】
装置はさらに、プロセッサに動作するように結合され、かつ第１のトランシーバおよび第
２の受信機にバックオフ信号を送信するように構成された送信機を含む。バックオフ信号
はさらに、第２の受信機をウェイクアップさせるように構成される。
【００１６】
　[0014]本開示の別の態様は、ワイヤレスモデムを介して、ワイヤレスの第１のトランシ
ーバおよび第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信するための方法の実行を提供して
いる。方法は、第１のトランシーバが時間期間中ワイヤレス媒体へのアクセスを保留する
ように、第１のトランシーバにこの時間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生
成することを含む。方法はさらに、第１のトランシーバおよび第２の受信機にバックオフ
信号を送信することを含む。バックアップ信号は、第２の受信機をウェイクアップさせる
ように構成される。
【００１７】
　[0015]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供している。装置は、第
１のトランシーバが時間期間中ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するように、第１のト
ランシーバにこの時間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生成するための手段
を含む。装置はさらに、第１のトランシーバおよび第２の受信機にバックオフ信号を送信
するための手段を含む。バックアップ信号は、第２の受信機をウェイクアップさせるよう
に構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示の態様が用いられうるワイヤレス通信システムの例を例示している。
【図２】本発明の例示的な実施形態にしたがった、図１のワイヤレス通信システム内で用
いられうる例示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図を図示している。
【図３】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信を送信するために図２
のワイヤレスデバイスで利用されうる例示的なコンポーネントの機能ブロック図を図示し
ている。
【図４】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信を受信するために図２
のワイヤレスデバイスで利用されうる例示的なコンポーネントの機能ブロック図を図示し
ている。
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【図５Ａ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、例示的な低電力ウェイクアップ信号
を図示している。
【図５Ｂ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、別の例示的な低電力ウェイクアップ
信号を図示している。
【図６Ａ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るための例示的な信号送信を図示している。
【図６Ｂ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るための例示的な信号送信を図示している。
【図６Ｃ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るための例示的な信号送信を図示している。
【図６Ｄ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るための例示的な信号送信を図示している。
【図７Ａ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るためのさらなる例示的な信号送信を図示している。
【図７Ｂ】本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号を送信す
るためのさらなる例示的な信号送信を図示している。
【図８】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の例示的な方法のフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の別の例示的な方法の
フローチャートである。
【図１０】図１のワイヤレス通信システム内で用いられうる別の例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図である。
【図１１】図１のワイヤレス通信システム内で用いられうる別の例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図である。
【図１２】図１のワイヤレス通信システム内で用いられうる別の例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図である。
【図１３】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の例示的な方法のフ
ローチャートである。
【図１４】本発明の例示的な実施形態にしたがった、ワイヤレス通信の別の例示的な方法
のフローチャートである。
【詳細な説明】
【００１９】
　[0031]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様は、添付の図面を参照して以下
でより十分に説明されている。しかしながら、教示する開示は、多くの異なる形式で具現
化され、本開示全体を通して提示されるあらゆる指定の構造または機能に限定されるもの
として解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的かつ完全とな
り、当業者に本開示の範囲を十分に伝えることになるように提供される。ここでの教示に
基づいて、本開示の他のいずれの態様からも独立して実行されるか、本発明の他のいずれ
かの態様と組み合わせて実行されるかに関わらず、本開示の範囲が、ここで開示されてい
る新規のシステム、装置、および方法のあらゆる態様をカバーするように意図されている
ことを、当業者は認識すべきである。例えば、ここで述べられている任意の数の態様を使
用して装置は実装されうる、または方法は実施されうる。加えて、ここで述べられている
本発明の様々な態様に加えた、または、ここで述べられている本発明の様々な態様以外の
、他の構造、機能、または、構造および機能を使用して実施されるこのような装置または
方法をカバーするように、本発明の範囲は意図されている。ここで開示されているあらゆ
る態様が請求項の１つまたは複数の要素によって具現化されうることは理解されるべきで
ある。
【００２０】
　[0032]特定の態様がここで説明されているけれども、これらの態様の多くの変形および
置換が、本開示の範囲内に含まれる。好まれる態様のいくつかの利益および利点に言及さ
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れているけれども、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または、対象に限定されるよう
には意図されていない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成
、ネットワーク、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そ
のうちのいくつかは、例として、好まれる態様の以下の説明および図中で例示されている
。詳細な説明および図面は、限定するよりむしろ、本開示を単に例示しているものであり
、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびそれらの均等物により定義されている。
【００２１】
　[0033]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含むことができる。ＷＬＡＮは、広く使用されているネットワー
キングプロトコルを用いて、近くのデバイスを互いに相互接続するように使用されうる。
ここで説明されている様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉのようなあらゆる通信規格、またはより
一般的には、ＩＥＥＥ８０２．１１ファミリのワイヤレスプロトコルのいずれのメンバに
も適用することができる。例えば、ここで説明されている様々な態様は、サブ１ＧＨｚ帯
域を使用しうるＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルの一部として使用される、またはＩ
ＥＥＥ８０２．１１ａｈプロトコルの一部と相互動作することができる。しかしながら、
幅広い種類の他の帯域およびワイヤレスプロトコルが、ここで説明されている実施形態に
よって考慮されることは認識されるべきである。
【００２２】
　[0034]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域におけるワイヤレス信号は、直交周波
数分割多重（ＯＦＤＭ）、直接拡散方式（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum
）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信の組み合わせ、または他のスキームを使用する８０２．
１１プロトコルにしたがって送信されうる。ここで説明されている実行は、センサ、メー
タリング（metering）、およびスマートグリッドネットワークのために使用されうる。有
利に、ある特定の実施形態の態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスより
少ない電力を消費することができ、および／または、例えば約１キロまたはそれより長い
、比較的長い範囲にわたってワイヤレス信号を送信するようにために使用されうるワイヤ
レスデバイスを含むことができる。これらのデバイスは、エネルギー貯蔵デバイスによっ
て提供される電力で動作するように構成され、長い時間の期間（例えば、数か月または数
年）の間エネルギー貯蔵デバイスを取り替えることなく動作するように構成されうる。
【００２３】
　[0035]ここで説明されているデバイスの特定のものはさらに、多入力多出力（ＭＩＭＯ
）技術を実行することができる。ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために、複数（ＮＴ

個）の送信アンテナと、複数（ＮＲ個）の受信アンテナとを用いる。ＮＴ個の送信アンテ
ナとＮＲ個の受信アンテナとによって形成されたＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルまた
はストリームとも称されるＮＳ個の独立チャネルに分解されることができ、ここで、ＮＳ

≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立チャネルの各々は、１つの次元に対応する
。ＭＩＭＯシステムは、複数の送信アンテナと受信アンテナとによって作り出されるさら
なる次元が利用される場合、改善されたパフォーマンス（例えば、より高いスループット
および／またはより大きな信頼性）を提供することができる。
【００２４】
　[0036]いくつかの実行では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスするコン
ポーネントである様々なデバイスを含む。例えば、２つのタイプのデバイス：アクセスポ
イント（「ＡＰ」）および（局、または「ＳＴＡ」とも称される）クライアントが存在し
うる。一般的に、ＡＰは、ＷＬＡＮのための基地局またはハブとしての役割をし、ＳＴＡ
は、ＷＬＡＮのユーザとしての役割をする。例えば、ＳＴＡは、ラップトップコンピュー
タ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、移動式電話、等でありうる。例では、ＳＴＡは、インター
ネットへの、またはワイドエリアネットワークへの一般的な接続を取得するために、Ｗｉ
－Ｆｉ（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）対応ワイヤレスリンクを介してＡＰ
に接続する。いくつかの実装では、ＳＴＡはＡＰとしても使用されうる。
【００２５】
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　[0037]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
無線トランシーバ、または何らかの他の専門用語を備えることもできる、これらとして実
装されることもできる、あるいはこれらとして知られうる。
【００２６】
　[0038]局（「ＳＴＡ」）はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニッ
ト、移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユ
ーザ機器、または何らかの他の専門用語を備えることもできる、これらとして実装される
こともできる、あるいはこれらとして知られうる。いくつかの実装において、アクセス端
末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワ
イヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接
続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他
の適した処理デバイスを備えることができる。したがって、ここで教示されている１つま
たは複数の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（
例えば、ラップトップ）、携帯用通信デバイス、ヘッドセット、携帯用コンピューティン
グデバイス（例えば、パーソナルデータアシスタント）、エンターテインメントデバイス
（例えば、音楽またはビデオのデバイス、あるいは、衛星ラジオ）、ゲームデバイスまた
はシステム、グローバル測位システムデバイス、またはワイヤレスの媒体を介して通信す
るように構成されている何らかの他の適したデバイスに、組み込まれうる。
【００２７】
　[0039]ここで説明されているデバイスは、ＳＴＡとして使用されるか、ＡＰとして使用
されるか、他のデバイスとして使用されるかに関わらず、スマートメータリングのために
、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用されうる。そのようなデバイスは、
センサアプリケーションを提供することができる、またはホームオートメーションで使用
されうる。デバイスは、代わりにまたは加えて、例えば個人的なヘルスケアのための、ヘ
ルスケアのコンテキストにおいて使用されうる。それらはまた、（例えばホットスポット
を用いて使用する）拡張範囲の（extended-range）インターネット接続を可能にするため
に、または機械対機械の通信を実行するために、見張り（surveillance）に対しても使用
されうる。
【００２８】
　[0040]図１は、本開示の態様が用いられうるワイヤレス通信システム１００の例を例示
している。ワイヤレス通信システム１００は、例えば、８０２．１１規格のようなワイヤ
レス規格に準拠して動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１
０６ａ、１０６ｂ、１０６ｃ、１０６ｄ、および１０６ｅ（集合的にＳＴＡ１０６）と通
信するＡＰ１０４を含むことができる。
【００２９】
　[0041]ＳＴＡ１０６ｅは、ＡＰ１０４と通信することが困難でありうる、または範囲外
にあり、ＡＰ１０４と通信することができないことがある。そのため、別のＳＴＡ１０６
ｄは、ＳＴＡ１０６ｅとＡＰ１０４との間の通信を中継するリレー１１２として構成され
うる。
【００３０】
　[0042]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間のワイヤレス通
信システム１００における送信のために使用されうる。例えば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡ技法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送られうるおよび受信され
うる。この場合には、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと
称されうる。代わりとして、信号は、ＣＤＭＡ技法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡ１
０６との間で送られうるおよび受信されうる。この場合には、ワイヤレス通信システム１
００はＣＤＭＡシステムと称されうる。
【００３１】
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　[0043]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を促進する通信リ
ンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と称されることができ、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を促進する通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１
０と称されうる。代わりとして、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネ
ルと称され、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと称されうる。
【００３２】
　[0044]ＡＰ１０４は、基地局としての機能を果たし、基地サービスエリア（ＢＳＡ）１
０２内にワイヤレス通信カバレッジを提供する。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付けら
れ、かつ通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６と共に、基本サービスセット（
ＢＳＳ）と称されうる。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有さず、む
しろＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機能しうることは留意されるべき
である。したがって、ここで説明されているＡＰ１０４の機能は、代わりとして、ＳＴＡ
１０６の１つまたは複数によって実行されうる。
【００３３】
　[0045]図２は、ワイヤレス通信システム１００内で用いられうるワイヤレスデバイス２
０２において利用されうる様々なコンポーネントを例示している。ワイヤレスデバイス２
０２は、ここで説明されている様々な方法を実行するように構成されうるデバイスの例で
ある。例えば、ワイヤレスデバイス２０２は、図１のＡＰ１０４、またはＳＴＡ１０６の
うちの１つを備えることができる。
【００３４】
　[0046]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含むことができる。プロセッサ２０４はまた、中央処理ユニット（ＣＰＵ
）と称されうる。読取専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の
両方を含みうるメモリ２０６は、命令およびデータをプロセッサ２０４に提供する。メモ
リ２０６の一部分がまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含むことが
できる。プロセッサ２０４は通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づい
て、論理演算および算術演算を実行する。メモリ２０６における命令は、ここで説明され
ている方法を実行するために実行可能でありうる。
【００３５】
　[0047]ワイヤレスデバイス２０２が、送信するノードとして実行または使用されるとき
、プロセッサ２０４は、複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダタイプのうちの１つを
選択し、そのＭＡＣヘッダタイプを有するパケットを生成するように構成されうる。例え
ば、プロセッサ２０４は、以下でさらに詳細に論じられるように、ＭＡＣヘッダおよびペ
イロードを備えるパケットを生成し、どのタイプのＭＡＣヘッダを使用すべきかを決定す
るように構成されうる。
【００３６】
　[0048]ワイヤレスデバイス２０２が、受信するノードとして実行または使用されるとき
、プロセッサ２０４は、複数の異なるＭＡＣヘッダタイプのパケットを処理するように構
成されうる。例えば、プロセッサ２０４は、以下でさらに論じられるように、パケットで
使用されているＭＡＣヘッダのタイプを決定し、それにしたがってＭＡＣヘッダのフィー
ルドおよび／またはパケットを処理するように構成されうる。
【００３７】
　[0049]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサを用いて実行される処理シス
テムのコンポーネントを備えることができる、または処理システムのコンポーネントであ
りうる。１つまたは複数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントロー
ラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（
ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、
ゲート論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、専用ハードウェア有限ステー
トマシン、または、情報の算出または他の操作を行うことができる何らかの他の適したエ
ンティティ、のあらゆる組み合わせを用いて実行されうる。
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【００３８】
　[0050]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含むことが
できる。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語、または、その他の方法で称されるかどうかに関わらず、ソフトウェアは、あら
ゆるタイプの命令を意味するように広く解釈されるものとする。命令は、（例えば、ソー
スコードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、ま
たはコードのあらゆる他の適したフォーマットで）コードを含むことができる。１つまた
は複数のプロセッサによって実行されるとき、命令は、処理システムに、ここで記述され
ている様々な機能を行わせる。
【００３９】
　[0051]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔位置との間
でのデータの送信および受信を可能にする、送信機２１０および受信機２１２を含みうる
ハウジング２０８を含むことができる。送信機２１０および受信機２１２は、組み合わさ
れて、トランシーバ２１４となることができる。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に
取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合されうる。ワイヤレスデバイス２０２
はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアン
テナ（図示せず）を含むことができる。
【００４０】
　[0052]送信機２１０は、異なるＭＡＣヘッダタイプを有するパケットをワイヤレスに送
信するように構成されうる。例えば、送信機２１０は、上記で論じられた、プロセッサ２
０４によって生成された異なるタイプのヘッダを有するパケットを送信するように構成さ
れうる。
【００４１】
　[0053]受信機２１２は、異なるＭＡＣヘッダタイプを有するパケットをワイヤレスに受
信するように構成されうる。いくつかの態様では、受信機２１２は、以下でさらに詳細に
論じられるように、使用されているＭＡＣヘッダのタイプを検出し、それにしたがってパ
ケットを処理するように構成される。
【００４２】
　[0054]ワイヤレスデバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信された信号
のレベルを検出および定量化するために使用されうる信号検出器２１８を含むこともでき
る。信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルあたりのサブキャリア毎のエネルギー
、電力スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出することができる。ワイヤレ
スデバイス２０２はまた、信号を処理する際に使用するデジタルシグナルプロセッサ（Ｄ
ＳＰ）２２０も含むこともできる。ＤＳＰ２２０は、送信のために、データユニットを生
成するように構成されうる。いくつかの態様では、データユニットは、物理レイヤデータ
ユニット（ＰＰＤＵ）を備えることができる。いくつかの態様では、ＰＰＤＵは、パケッ
トと称される。
【００４３】
　[0055]ワイヤレスデバイス２０２はさらに、第２の、低電力受信機２２８を備えるウェ
イクアップ回路２３０を備えることができる。一態様では、低電力受信機２２８は、動作
中、受信機２１４によって標準的に消費される電力よりも小さい電力を消費するように構
成されうる。例えば、低電力受信機２２８は、トランシーバ２１４と比較して、動作する
ときに約１０ｘ、２０ｘ、５０ｘ、または１００ｘ（またはそれより多い）分少ない電力
を消費するように構成されうる。
【００４４】
　[0056]一態様では、低電力受信機２２８は、ＯＦＤＭ技法以外の変調／復調技法を使用
して信号を受信するように構成されうる。例えば、低電力受信機２２８は、ＯＦＤＭおよ
び他の同等の技法に基づいて信号を送信および受信するように構成されうるトランシーバ
２１４と比較して、オンオフ変調（on-off keying）または周波数偏移変調（ＦＳＫ:freq
uency-shift keying）のような変調／復調技法を使用して信号を受信するように構成され
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うる。ＯＦＤＭ以外の技法を使用して信号を受信することによって、受信機設計は、ＯＦ
ＤＭを使用して変調された信号を受信するように構成された受信機と比較してより少ない
電力が消費されるように単純化されうる。
【００４５】
　[0057]別の態様では、低電力受信機２２８は、ＯＦＤＭ変調を使用して信号を受信する
ように構成され、低電力受信機２２８のＭＡＣレイヤは、ＭＡＣレイヤの使用を要求しな
い特定の信号のみが受信されうるようにシャットダウン（shut down）されうる。例えば
、受信機は、例えば特定の長さのような特定の構造を有し、かつ特定のフレームを有する
指定の信号のみを復号するように構成されうる。いくつかの実施形態では、指定の信号は
、ウェイクアップ信号を含むことができる。指定のパケットを含まない全ての他の信号は
復号されないだろう。したがって、受信機２２８は、受信された各信号を復号するように
構成されている受信機よりも少ない電力を消費しうる。
【００４６】
　[0058]いくつかの態様では、低電力受信機２２８の最適化された部分のみが、特定の信
号を復号するようにオンにされうる。例えば、単一の受信機のみが特定のＳＴＡに含まれ
る場合、その受信機の一部のみがウェイクアップ信号を受信するように使用されうる。受
信機２２８の一部のみが信号を復号する際に使用されるとき、より少ない電力が低電力受
信機２２８によって消費される。
【００４７】
　[0059]低電力受信機２２８を有するワイヤレスデバイス２０２であるＳＴＡ１０６は、
ここでは低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅと称されうる。低電力受信機２２８を含まない、ま
たはトランシーバ２１４がアクティベートされているモードで動作している他のＳＴＡは
、ここではＳＴＡ１０６と称されうる。
【００４８】
　[0060]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様で、ユーザインタフェース２２２
をさらに備えることができる。ユーザインタフェース２２２は、キーバッド、マイクロフ
ォン、スピーカ、および／またはディスプレイを備えることができる。ユーザインタフェ
ース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝える、および／またはユー
ザから入力を受信するあらゆる要素またはコンポーネントを含むことができる。
【００４９】
　[0061]ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６によ
って互いに結合されうる。バスシステム２２６は、例えば、データバスを含むことができ
るだけでなく、このデータバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信
号バスも含むことができる。当業者は、ワイヤレスデバイス２０２のコンポーネントが互
いに結合され、あるいは、何らかの他のメカニズムを使用して互いに入力を受け入れるま
たは提供することができることを認識するだろう。
【００５０】
　[0062]多くの別個のコンポーネントが図２で例示されているけれども、コンポーネント
の１つまたは複数が、組み合わされるまたは共同で（commonly）実行されうる。例えば、
プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明された機能のみを実行するだ
けでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で説明された機能
を実行するためにも使用されうる。さらに、図２で例示されているコンポーネントの各々
は、複数の別個の要素を使用して実装されうる。さらに、プロセッサ２０４は、以下で説
明されるコンポーネント、モジュール、回路等のいずれかを実行するように使用されうる
、または各々が複数の別個の要素を使用して実行されうる。
【００５１】
　[0063]参照しやすくするために、ワイヤレスデバイス２０２が、送信するノードとして
構成されるとき、それは以下で、ワイヤレスデバイス２０２ｔと称される。同様に、ワイ
ヤレスデバイス２０２が、受信するノードとして構成されるとき、それは以下で、ワイヤ
レスデバイス２０２ｒと称される。ワイヤレス通信システム１００におけるデバイスは、
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送信するノードの機能のみを、受信するノードの機能のみを、または送信するノードおよ
び受信するノードの両方の機能を実行することができる。
【００５２】
　[0064]上記で論じられたように、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１
０６、または低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅを備えることができる。図３は、ワイヤレス通
信を送信するためにワイヤレスデバイス２０２ｔで利用されうる様々なコンポーネントを
例示している。図３で例示されているコンポーネントは、例えば、ＯＦＤＭ通信を送信す
るために使用されうる。
【００５３】
　[0065]図３のワイヤレスデバイス２０２ｔは、送信のためにビットを変調するように構
成された変調器３０２を備えることができる。例えば、変調器３０２は、例えば、コンス
タレーション（constellation）にしたがって複数のシンボルにビットをマッピングする
ことによって、プロセッサ２０４（図２）またはユーザインタフェース２２２（図２）か
ら受信されるビットから複数のシンボルを決定することができる。ビットは、ユーザデー
タまたは制御情報に対応しうる。いくつかの態様では、ビットはコードワードで受信され
る。一態様では、変調器３０２は、例えば、１６ＱＡＭ変調器または６４ＱＡＭ変調器の
ような、ＱＡＭ（直交振幅変調）変調器を備える。他の態様では、変調器３０２は、２相
位相変調（ＢＰＳＫ）変調器、または４相位相変調（ＱＰＳＫ）変調器を備える。
【００５４】
　[0066]ワイヤレスデバイス２０２ｔはさらに、シンボルを、またはそうでなければ変調
器３０２からの変調されたビットを、時間ドメインにコンバートするように構成された変
換モジュール３０４を備えることができる。図３では、変換モジュール３０４は、逆高速
フーリエ変換（ＩＦＦＴ）モジュールによって実装されるとして例示されている。いくつ
かの実装では、異なるサイズのデータのユニットを変換する複数の変換モジュール（図示
せず）が存在しうる。いくつかの実装では、変換モジュール３０４はそれ自体が、異なる
サイズのデータのユニットを変換するように構成されうる。例えば、変換モジュール３０
４は、複数のモードで構成され、各モードでシンボルをコンバートするために異なる数の
ポイントを使用しうる。例えば、ＩＦＦＴは、３２トーン（つまりサブキャリア）を介し
て送信されているシンボルを時間ドメインにコンバートするために３２個のポイントが使
用されるモード、および６４トーンを介して送信されているシンボルを時間ドメインにコ
ンバートするために６４個のポイントが使用されるモードを有することができる。変換モ
ジュール３０４によって使用されるポイントの数は、変換モジュール３０４のサイズと称
されうる。変換モジュール３０４が、１２８ポイント、２５６ポイント、５１２ポイント
、および１０２４ポイントが使用されるさらなるモード、または同様のものにしたがって
動作するように構成されうることは認識されるべきである。
【００５５】
　[0067]図３では、変調器３０２および変換モジュール３０４は、ＤＳＰ３２０で実装さ
れるとして例示されている。しかしながらいくつかの態様では、変調器３０２および変換
モジュール３０４のうちの一方または両方は、プロセッサ２０４で、あるいは、ワイヤレ
スデバイス２０２ｔの別の要素（例えば、図２に関する上の説明を参照）で実装される。
【００５６】
　[0068]上記で論じられたように、ＤＳＰ３２０は、送信のために、データユニットを生
成するように構成されうる。いくつかの態様では、変調器３０２および変換モジュール３
０４は、制御情報および複数のデータシンボルを含む複数のフィールドを備えるデータユ
ニットを生成するように構成されうる。
【００５７】
　[0069]図３の説明に戻ると、ワイヤレスデバイス２０２５はさらに、変換モジュールの
出力をアナログ信号にコンバートするように構成されたデジタルアナログコンバータ３０
６を備えることができる。例えば、変換モジュール３０６の時間ドメイン出力は、デジタ
ルアナログコンバータ３０６によってベースバンドＯＦＤＭ信号にコンバートされうる。
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デジタルアナログコンバータ３０６は、プロセッサ２０４で、または図２のワイヤレスデ
バイス２０２の別の要素で実装されうる。いくつかの態様では、デジタルアナログコンバ
ータ３０６は、トランシーバ２１４（図２）またはデータ送信プロセッサで実装される。
【００５８】
　[0070]アナログ信号は、送信機３１０によってワイヤレスに送信されうる。アナログ信
号はさらに、例えば、フィルタされることによって、または中間またはキャリア周波数に
アップコンバートされることによって、送信機３１０によって送信される前に処理されう
る。図３で例示されている態様では、送信機３１０は、送信増幅器３０８を含む。送信に
先立って、アナログ信号は、送信増幅器３０８によって増幅されうる。いくつかの態様で
は、増幅器３０８は、低雑音増幅器（ＬＮＡ）を備える。
【００５９】
　[0071]送信機３１０は、アナログ信号に基づいて、ワイヤレス信号において１つまたは
複数のパケットまたはデータユニットを送信するように構成される。データユニットは、
上記で論じられたように、プロセッサ２０４（図２）および／またはＤＳＰ３２０を使用
して、例えば、変調器３０２および変換モジュール３０４を使用して、生成されうる。上
記で論じられたように生成および送信されうるデータユニットは、以下でさらに詳細に説
明されている。
【００６０】
　[0072]図４は、ワイヤレス通信を受信するために図２のワイヤレスデバイス２０２で利
用されうる様々なコンポーネントを例示している。図４で例示されているコンポーネント
は、例えば、ＯＦＤＭ通信を受信するために使用されうる。いくつかの態様では、図４で
例示されているコンポーネントは、１ＭＨｚに等しい、または１ＭＨｚより小さい帯域幅
にわたってデータユニットを受信するように使用される。例えば、図４で例示されている
コンポーネントは、図３に関して上記で論じられたコンポーネントによって送信されたデ
ータユニットを受信するように使用されうる。
【００６１】
　[0073]ワイヤレスデバイス２０２ｂの受信機４１２は、ワイヤレス信号において１つま
たは複数のパケットまたはデータユニットを受信するように構成される。データユニット
は、以下で論じられるように、受信および復号、あるいは別の方法で処理されうる。
【００６２】
　[0074]図４で例示されている態様では、受信機４１２は、受信増幅器４０１を含む。受
信増幅器４０１は、受信機４１２によって受信されたワイヤレス信号を増幅するように構
成されうる。いくつかの態様では、受信機４１２は、自動利得制御（ＡＧＣ）手順を使用
して受信増幅器４０１の利得を調整するように構成される。いくつかの態様では、自動利
得制御は、利得を調整するために、例えば受信されたショートトレーニングフィールド（
ＳＴＦ）のような、１つまたは複数の受信されたトレーニングフィールドにおける情報を
使用する。当業者は、ＡＧＣを行うための方法を理解するだろう。いくつかの態様では、
増幅器４０１は、ＬＮＡを備える。
【００６３】
　[0075]ワイヤレスデバイス２０２ｒは、受信機４１２からの増幅されたワイヤレス信号
をそこのデジタル表現にコンバートするように構成されたアナログデジタルコンバータ４
１０を備えることができる。増幅されることに付け加えて、ワイヤレス信号はさらに、例
えば、フィルタされることによって、または中間またはベースバンド周波数にダウンコン
バートされることによって、デジタルアナログコンバータ４１０によってコンバートされ
る前に処理されうる。アナログデジタルコンバータ４１０は、プロセッサ２０４（図２）
で、またはワイヤレスデバイス２０２ｒの別の要素で実装されうる。いくつかの態様では
、アナログデジタルコンバータ４１０は、トランシーバ２１４（図２）で、またはデータ
受信プロセッサで実装される。
【００６４】
　[0076]ワイヤレスデバイス２０２ｒはさらに、ワイヤレス信号の表現を周波数スペクト
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ラムにコンバートするように構成された変換モジュール４０４を備えることができる。図
４では、変換モジュール４０４は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）モジュールによって実装
されるとして例示されている。いくつかの態様では、変換モジュールは、それが使用する
各ポイントに対するシンボルを識別することができる。図３に関して上記で説明されたよ
うに、変換モジュール４０４は、複数のモードで構成され、各モードで信号をコンバート
するために異なる数のポイントを使用しうる。例えば、変換モジュール４０４は、３２ト
ーンを介して受信された信号を周波数スペクトラムにコンバートするために３２個のポイ
ントが使用されるモード、および６４トーンを介して受信された信号を周波数スペクトラ
ムにコンバートするために６４個のポイントが使用されるモードを有することができる。
変換モジュール４０４によって使用されるポイントの数は、変換モジュール４０４のサイ
ズと称されうる。いくつかの態様では、変換モジュール４０４は、それが使用する各ポイ
ントに対するシンボルを識別することができる。変換モジュール４０４が、１２８ポイン
ト、２５６ポイント、５１２ポイント、および１０２４ポイントが使用されるさらなるモ
ード、または同様のものにしたがって動作するように構成されうることは認識されるべき
である。
【００６５】
　[0077]ワイヤレスデバイス２０２ｂはさらに、データユニットが受信されるチャネルの
推定値（estimate）を形成し、チャネル推定値に基づいてチャネルのある特定の効果を除
去するように構成されたチャネル推定器および等化器４０５を備えることができる。例え
ば、チャネル推定器４０５は、チャネルの関数（function）を概算するように構成される
ことができ、チャネル等化器は、その関数の逆数（inverse）を周波数スペクトラムにお
いてデータに適用するように構成されうる。
【００６６】
　[0078]ワイヤレスデバイス２０２ｔは、等化されたデータを復調するように構成された
復調器４０６をさらに備えることができる。例えば、復調器４０６は、例えば、コンスタ
レーションにおけるシンボルへのビットのマッピングを逆転させることによって、変換モ
ジュール４０４およびチャネル推定器および等化器４０５によって出力されたシンボルか
ら複数のビットを決定することができる。ビットは、プロセッサ２０４（図２）によって
処理または評価されうる、あるいは、ユーザインタフェース２２２（図２）に情報を表示
、または別の方法で出力するために使用されうる。このようにデータおよび／または情報
は復号されうる。いくつかの態様では、ビットはコードワードに対応する。一態様では、
復調器４０６は、例えば、１６ＱＡＭ復調器または６４ＱＡＭ復調器のような、ＱＡＭ（
直交振幅変調）復調器を備える。他の態様では、復調器４０６は、２相位相変調（ＢＰＳ
Ｋ）復調器、または４相位相変調（ＱＰＳＫ）復調器を備える。
【００６７】
　[0079]図４では、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５と、復
調器４０６とは、ＤＳＰ４２０で実装されるとして例示されている。しかしながらいくつ
かの態様では、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５と、復調器
４０６のうちの１つまたは複数とは、プロセッサ２０４（図２）で、またはワイヤレスデ
バイス２０２（図２）の別の要素で実装される。
【００６８】
　[0080]上記で論じられたように、受信機２１２で受信されたワイヤレス信号は、１つま
たは複数のデータユニットを備える。上記で説明された機能またはコンポーネントを使用
して、データユニットまたはその中のデータシンボルは、復号され評価され、あるいは別
の方法で評価または処理されうる。例えば、プロセッサ２０４（図２）および／またはＤ
ＳＰ４２０は、変換モジュール４０４と、チャネル推定器および等化器４０５と、復調器
４０６とを使用して、データユニットにおけるデータシンボルを復号するように使用され
うる。
【００６９】
　[0081]ＡＰ１０４およびＳＴＡ１０６によって交換されるデータユニットは、上記で論
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じられたように、制御情報またはデータを含むことができる。物理（ＰＨＹ）レイヤで、
これらのデータユニットは、物理レイヤプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）と称され
うる。いくつかの態様では、ＰＰＤＵは、パケットまたは物理レイヤパケットと称されう
る。各ＰＰＤＵは、プリアンブルおよびペイロードを備えることができる。プリアンブル
は、トレーニングフィールドおよびＳＩＧフィールドを含むことができる。ペイロードは
、例えば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダまたは他のレイヤについてのデータ、およ
び／またはユーザデータを備えることができる。ペイロードは、１つまたは複数のデータ
シンボルを使用して送信されうる。ここにおけるシステム、方法、およびデバイスは、そ
のピーク対電力比が最小化されているトレーニングフィールドを有するデータユニットを
利用することができる。
【００７０】
　[0082]図３で図示されているワイヤレスデバイス２０２ａは、アンテナを介して送信さ
れる単一の送信チェーンの例を図示している。図４で図示されているワイヤレスデバイス
２０２ｂは、アンテナを介して受信される単一の受信チェーンの例を図示している。いく
つかの実装では、ワイヤレスデバイス２０２ａまたは２０２ｂは、データを同時に送信す
るために複数のアンテナを使用するＭＩＭＯシステムの一部を実行することができる。
【００７１】
　[0083]したがって、ある特定の実行は、異なる周波数範囲における様々な異なる帯域幅
を使用してワイヤレス信号を送ることを対象としている。例えば、１つの例示的な実行で
は、シンボルは、１ＭＨｚの帯域幅を使用して送信または受信されるように構成されうる
。図２のワイヤレスデバイス２０２は、いくつかのモードのうちの１つで動作するように
構成されうる。１つのモードでは、ＯＦＤＭシンボルのようなシンボルは、１ＭＨｚの帯
域幅を使用して送信または受信されうる。別のモードでは、シンボルは、２ＭＨｚの帯域
幅を使用して送信または受信されうる。さらなるモードもまた、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１
６ＭＨｚ、等の帯域幅を使用してシンボルを送信または受信するために提供されうる。帯
域幅はまた、チャネル幅とも称されうる。加えて、さらなるモードまたは構成が、例えば
、２．４ＧＨｚ帯域または５ＧＨｚ帯域における、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ
等の帯域幅を使用する例のために、可能である。
【００７２】
　[0084]ＳＴＡ１０６では、電力消費の重要なソースは、パケット受信中と、特に受信機
がオンであり、パケットを受信するために待機している時間中のどちらでも、受信モード
でＳＴＡ１０６によって長時間が費やされることに起因しうる。バッテリで動作するＳＴ
Ａでは、送信電力は受信電力と同等でありうるけれども、受信時間は送信時間よりも非常
に長くありうる。特にバッテリを使用して動作するとき、電力消費を低減するためにＳＴ
Ａのアウェイク時間を低減することが望ましい。アウェイク時間、アウェイク期間、アウ
ェイクモード、またはアクティブモードは、ＳＴＡがワイヤレス信号をアクティブに受信
および／または送信しているような、ＳＴＡの動作である。ＳＴＡ１０６のアウェイク時
間を低減するための１つの方法は、時間のある特定の短い間隔を除いた時間間隔の大部分
の間、ＳＴＡ受信機２１２をオフにすることである。このケースでは、送信機２１０およ
び受信機２１２は、オン／オフサイクルを承諾しうる（agree on）。いくつかのケースで
は、これは、フレキシブルでも効率的でもないことがある。例えば、典型的なアプリケー
ションでは、トラフィックパターンは予測可能ではない。加えて、承諾されたアウェイク
時間は、トラフィックパターンに一致しないことがあるため、いくつかのアウェイク時間
は役に立たないことがある。加えて、トラフィックは、ＳＴＡ１０６がオフである時間に
到来し、ＳＴＡ１０６がウェイクアップするまで、パケットを配信する方法はない。
【００７３】
　[0085]実施形態では、上記で説明されたような低電力受信機２２８は、低電力受信機Ｓ
ＴＡ１０６ｅで提供されうる。一態様では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、ＡＰ１０４
と通信することができる。このケースでは、将来的な通信パラメータおよびアクティビテ
ィを決定するために、ある特定の情報が低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅとＡＰ１０４との間
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で交換されるアソシエーション（例えば、登録）手順が存在しうる。別の態様では、低電
力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、互いに関連付けられていない他のＳＴＡ間で通信することが
できる。
【００７４】
　[0086]一態様では、低電力受信機２２８は、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが動作してい
る間、実質的に無期限にオンのままでありうる。別の態様では、低電力「ウェイクアップ
」受信機２２８は、さらにエネルギー消費を低減するために、所与のスケジュールによっ
て定義されるような、オン／オフデューティサイクルにしたがって動作しうる。例えば、
プロセッサ２０４またはコントローラ（図示せず）は、スケジュールを調節することがで
きる。さらに、プロセッサ２０４は、低電力受信機２２８が、異なる持続時間および時間
期間（例えば、他のスリープ期間と比較して、ビジネスアワー中のようなアウェイク期間
。スリープ期間またはスリープモードは、ワイヤレスデバイスの動作であり、そこでワイ
ヤレスデバイスは、ずっと少ない電力、さらにはゼロ電力を消費するために、ワイヤレス
信号をアクティブに受信または送信しない。）の間にいつウェイクアップ信号をリッスン
するかを別の方法で制御するように構成されうる。
【００７５】
　[0087]実施形態にしたがって、スリープを最小化するために、トランシーバ２１４は、
アナログもデジタルも、オフである（例えば、電源を切られる）ように構成されうる。電
力供給されている唯一の回路は、ＲＦウェイクアップ回路２３０である。ＲＦウェイクア
ップ回路２３０の低電力受信機２２８は、特定のＲＦ信号構造をリッスンしうる。検出さ
れるとき、ＲＦウェイクアップ回路２３０は、トランシーバ２１４をオンする、またはそ
うでなければトランシーバ２１４を、アナログもデジタルも、アクティベートする。いく
つかのケースでは、トランシーバ２１４およびモデムは、（トランシーバ２１４が電力供
給されたままでいることを前提とする）ウェイクアップするのに約１００－２００ｕｓを
要する。ウェイクアップ時間は、位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージェンス時間、較正
（calibration）係数のローディング、および他の登録ローディングの関数でありうる。
いくつかのケースでは、ウェイクアップ時間は、トランシーバ２１４も同様に完全に電源
オフにされる場合、約２ｍｓと同じくらいの大きさでありうる。したがって、一態様では
、ウェイクアップパケットは、ウェイクアップしデータを受信することを開始するトラン
シーバ２１４のための時間期間の間ワイヤレス媒体を残しておく（reserve）ためのバッ
クオフ信号を含み、特別なＲＦ信号構造を含むことができる。
【００７６】
　[0088]いくつかの実施形態では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、他のＳＴＡと関連付
けられないことがある。例えば、ＳＴＡ１０６ｅおよび他のＳＴＡは、ＡＰと関連付けら
れないことがあり、それらの互いの相互作用は、イベントおよび一時的近接（例えば、非
同期動作）に基づく。例えば、ビルでは、バッテリで動作する小型センサは、各部屋に置
かれる。各センサは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅとして構成されうる。上記で説明され
たように、ＳＴＡ１０６ｅのトランシーバ２１４は、通常、電力を節約するためにオフで
ある。ＳＴＡ１０６として構成されるスマートフォンは、ビルに入り、例えば、その位置
を発見するまたはコマンドを発するために、センサＳＴＡ１０６ｅと相互作用することを
望む。スマートフォンＳＴＡ１０６は、低電力ウェイクアップ信号を発する。隣接センサ
ＳＴＡ１０６ｅは、ウェイクアップ回路２３０を使用して低電力ウェイクアップ信号を検
出し、トランシーバ２１４（無線）をアクティベートする、またはオンにするように構成
されうる。センサＳＴＡ１０６ｅは、先を見越して、位置を示すパケットを送るか、また
はセンサＳＴＡ１０６ｅは、どの動きを取るべきかを決定するためにスマートフォンＳＴ
Ａ１０６からのパケットの受信を待つかのどちらかをする。
【００７７】
　[0089]ウェイクアップ回路２３０は、いくつかのモードにしたがって動作するように構
成されうる。例えば、第１のモードでは、低電力受信機２２８は常にオンであり、ウェイ
クアップパケットを受信するのを待つ。これは、最速の応答を保証しうるが、結果として
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より高い電力消費をもたらす。別のモードでは、低電力ウェイクアップ受信機２２８は、
常にオンというわけではなく、ウェイクアップデューティサイクルにしたがって動作する
ことができる。ウェイクアップデューティサイクルは、許容可能な相互作用遅延に適合さ
れうる。いくつかのケースでは、それによりウェイクアップ信号は、ＯＮ状態にある受信
機を見つけるために複数回送られうる。
【００７８】
　[0090]他の実施形態では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、ＡＰ１０４と関連付けられ
うる。そのため、一態様では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅ相互作用は、ＡＰ１０４との
ものであり、ＡＰ１０４との連携を有効に使うことができる（例えば同期動作が可能であ
る）。例えば、関連付けられているとき、既存の電力節約モードを強化する方法が存在し
うる。例えば、電力節約モードでは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、ビーコンを受信す
るためにウェイクアップすることができる。ビーコンは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが
さらにダウンリンクデータを受信する（例えば、ページングされる）ためにアウェイク状
態に留まる必要があるかを示す。加えて、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがビーコンでペー
ジングされるか（ページングされうるか）を示す低電力ウェイクアップ信号をこのビーコ
ンの前にＡＰ１０４が送る場合には、低電力ウェイクアップ受信機２２８による強化が存
在しうる。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅが確実にページングされない場合、低電力受信機
ＳＴＡ１６０ｅは、電力を節約するために、ビーコンを受信するようにトランシーバ２１
４をオンにする必要はない。これらのケースでは、低電力受信機２２８は、ウェイクアッ
プ信号を受信するために、ビーコンよりも少なくとも幾らかの時間前にオンである必要が
ありうる。
【００７９】
　[0091]加えて、アソシエーションを使用することによって、トラフィック想定（traffi
c assumption）に基づく利益が存在しうる。例えば、ダウンリンクデータの可能性が低く
なりうるとき、このケースでは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、低電力ウェイクアップ
信号の後の時間のほとんどを、スリープするように進みうる。加えて、いつビーコンが到
来するかを低電力ウェイクアップ信号が示す場合には、広範なクロックドリフトおよび長
期のスリープ時間のケースで利益が存在しうる。低電力受信機ＳＴＡ１０６３は、その時
間までトランシーバ２１４をオンにする必要はない。
【００８０】
　[0092]ＲＦ低電力ウェイクアップ信号は、他のデータ信号と同じチャネル上で送信され
うる。例えば、低電力ウェイクアップ信号は、Ｗｉ－Ｆｉデータ信号と同じチャネル上で
送信されうる。そのため、他のデータとの共存が提供される。より具体的には、Ｗｉ－Ｆ
ｉ信号との共存が提供されうる。一態様では、様々な検討事項（consideration）が共存
を提供することに関して考慮に入れられうる。例えば、ウェイクアップ信号は、Ｗｉ－Ｆ
ｉ信号よりも狭い帯域幅を有しうる。加えて、感度／範囲に関する限定を暗示しうる、ウ
ェイクアップ信号がどれ程の狭帯域でありうるかに関する調整の（regulartory）限定が
存在しうる。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、電力制限され、おそらくそれ自体が低送信
電力を使用している。そのため、関連付けられた状態にある（例えば、おそらくＡＰ１０
４の近くにある）ＳＴＡ１０６ｅでは、ダウンリンクのリンクバジェットが、アップリン
クのものよりもいくらかのｄＢ分良くありうる。さらに、低ウェイクアップ受信機２２８
の感度が、標準の受信機よりも、最大約ｄ２０ｄＢ分悪くあることは許容範囲でありうる
。関連付けられていない（non-associated）ＳＴＡでは、近接アプリケーション（例えば
、位置タグ、関連付けられていないシナリオ）に関して、範囲はさほど重要ではないため
、アプリケーションはより低い感度を要求しうる。
【００８１】
　[0093]図５Ａは、本発明の実施形態にしたがった、例示的な低電力ウェイクアップ信号
５００ａの構造を図示している。例えば、ウェイクアップ信号５００ａは、符号化された
信号を搬送する単相信号５０４ａでありうる。ウェイクアップ信号は、オンオフ変調、周
波数偏移変調、等を使用して送信されうる。例えば、オンオフ変調に類似するものを使用
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する場合、ウェイクアップ信号５００ａは、０および１で表現されるシーケンスでありう
る。ウェイクアップ回路３３０および低電力受信機２２８が０および１からなる特定のシ
ーケンスを検出するとき、ウェイクアップ回路３３０は、トランシーバ２１４をオンにす
ることをトリガしうる。ウェイクアップ回路３３０は、各可能性のある信号を検出するよ
うに試みるために、重相関器（multiple correlator）を有しうる。
【００８２】
　[0094]図５Ｂは、本発明の実施形態にしたがった、別の例示的な低電力ウェイクアップ
信号５００ｂの構造を図示している。低電力ウェイクアップ信号は、２つの部分を含む。
第１の部分５０２ｂは、「グローバル」シーケンス（ロバスト（robust））、つまり「低
電力ウェイクアッププリアンブル」のようなものを含む。これは、低電力受信機２２８が
、低電力信号５００ｂが到来するのを検出することを可能にしうる。第１の部分５０２ａ
に続く第２の部分５０４ｂは、符号化された情報を含む。符号化された情報は、ウェイク
アップされるべきＳＴＡ１０６ｅの識別子、または他の情報を示すことができる。任意で
、誤り検出のためのチェックサム（checksum）を含む第３の部分５０６ｂが存在しうる。
第１の部分５０２ｂは、オンオフ変調、周波数偏移変調、または、タイミングおよび検出
を提供しうる他の変調されたプリアンブルシーケンスを使用して形成されうる。いくつか
の実施形態では、第２の部分５０４ｂは、拡散／符号化されうるデータを含むことができ
る。拡散／符号化は、送信および受信するＳＴＡによって承諾されうる。
【００８３】
　[0095]加えて、低電力ウェイクアップ信号は、共存を提供する送信のシーケンスで提供
されうる。例えば、新たな低電力ウェイクアップ信号が続く、８０２．１１ＯＦＤＭ　Ｐ
ＨＹプリアンブルのための新たなウェイクアップＰＰＤＵフォーマットのような、さらな
る「ウェイクアップＰＰＤＵフォーマット」プリアンブルが提供されうる。ＯＦＤＭ　Ｐ
ＨＹプリアンブルは、８０２．１１ＳＴＡに、信号の持続時間および受信機のためのウェ
イクアップ時間の間、保留させる（ＳＩＧフィールドにおける）持続時間を示しうる。８
０２．１１ＳＴＡは、到来する定期的なパケットが存在することを前提としうる。そのた
め、ペイロードの受信は失敗しうるけれども、８０２．１１ＳＴＡはＰＨＹプリアンブル
で示される時間の間、保留する。さらに低電力ウェイクアップ信号は、通常のＰＰＤＵの
持続時間に一致するために、最大約２０ｍｓのシグナリング持続時間を有するように提供
されうる。加えて、ヌルパケット（ＳＴＡへのＱｏＳヌルフレーム）は、他のデバイスが
、チャネルにアクセスするための競合に基づくメカニズムを守る（honor）ことを確実に
するために、ウェイクアップ時間（例えば、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅのトランシーバ
２１４がオンにされる必要がある時間の期間）の間に送られうる。加えて、同じＰＨＹプ
リアンブルによって保護された複数のウェイクアップ信号が存在しうる。加えて、ＰＨＹ
プリアンブルは、８０２．１１プリアンブルよりも狭い帯域幅を有しうる。
【００８４】
　[0096]図６Ａは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号
を送信するための例示的な信号送信６００ａを図示している。まず、ＰＨＹプリアンブル
６０２ａが送信される。ＰＨＹプリアンブル６０２ａは、上記で説明されたように、変更
された８０２．１１ＰＨＹプリアンブルでありうる。ＰＨＹプリアンブル６０２を受信し
、復号することができるＳＴＡは、ワイヤレス通信媒体へのアクセスを保留する時間の期
間を示す情報を取得することができる。図６Ａで図示されているように、保留する時間は
、１つまたは複数の受信機に低電力ウェイクアップ信号を送信するために、送信するＳＴ
Ａ１０６またはＡＰ１０４によって必要とされる時間に対応しうる。一態様では、低電力
受信機２２８は、プリアンブル６０２を復号または検出することができない。ＰＨＹプリ
アンブル６０２ａを送った後、低電力ウェイクアップ信号６０４ａは送信される。低電力
受信機ＳＴＡ１０６ｅは、低電力ウェイクアップ信号６０４ａを検出し、例えばＯＦＤＭ
通信を受信するためにトランシーバ２１４をアクティベートすることができる。加えて、
別の低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅに向けられた第２の低電力ウェイクアップ信号６０５ａ
が送信されうる。
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【００８５】
　[0097]図６Ｂは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号
を送信するための別のグループの例示的な信号送信６００ｂを図示している。まず、ＰＨ
Ｙプリアンブル６０２ｂは、６Ａに関して上記で説明されたように、送信される。図６Ｂ
で図示されているように、保留する時間は、１つまたは複数の受信機に低電力ウェイクア
ップ信号を送信するために、送信するＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４によって必要とされ
る時間に対応し、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがそのトランシーバ２１４をアクティベー
トするために必要な、決定された時間に対応しうる。ＰＨＹプリアンブル６０２ｂを送っ
た後、低電力ウェイクアップ信号６０４ｂは送信される。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは
、低電力ウェイクアップ信号６０４ｂを検出し、トランシーバ２１４をアクティベートす
ることができる。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがその後にワイヤレス通信を受信する準備
ができているウェイクアップ時間期間の後に、低電力ウェイクアップ信号６０４ｃを送信
したＳＴＡ１０６は、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅにパケット６０６ｂを送ることができ
る。
【００８６】
　[0098]図６Ｃは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号
を送信するための別のグループの例示的な信号送信６００ｃを図示している。まず、ＰＨ
Ｙプリアンブル６０２ｃは、６Ａに関して上記で説明されたように、送信される。図６Ｃ
で図示されているように、保留する時間は、１つまたは複数の受信機に低電力ウェイクア
ップ信号を送信するために、送信するＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４によって必要とされ
る時間に対応し、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがそのトランシーバ２１４をアクティベー
トするために必要な、決定されたウェイクアップ時間に対応しうる。ＰＨＹプリアンブル
６０２ｃを送った後、低電力ウェイクアップ信号６０４ｃは送信される。低電力受信機Ｓ
ＴＡ１０６ｅは、低電力ウェイクアップ信号６０４ｃを検出し、トランシーバ２１４をア
クティベートすることができる。ウェイクアップ時間期間の間に、ヌルフレーム６０８ｃ
は、信号の存在がワイヤレス通信媒体上で検出されうるように送信されうる。例えば、プ
リアンブル６０２ｃを逃す、あるいは例えば低ＳＮＲに起因して正確にプリアンブル６０
２ｃを復号できないＳＴＡ１０６は、依然として、ヌルフレーム６０８ｃの間にワイヤレ
ス媒体上のエネルギーを検出し、その時間期間の間、媒体にアクセスすることを控えるこ
とができる。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがその後にワイヤレス通信を受信する準備がで
きているウェイクアップ時間期間の後に、低電力ウェイクアップ信号６０４ｃを送信した
ＳＴＡ１０６は、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅにパケット６０６ｂを送ることができる。
【００８７】
このパケットは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅのトランシーバ２１４によって受信および
復号されうる。
【００８８】
　[0099]図６Ｄは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信号
を送信するための別のグループの例示的な信号送信６００ｄを図示している。ＰＨＹプリ
アンブル６０２ｄを送信した後、２つの低電力ウェイクアップ信号が、２つの異なる低電
力受信機ＳＴＡに６０４ｄおよび６０５ｄで送信されうる。プリアンブル６０２ｄを復号
することができる他のＳＴＡは、両方の低電力ウェイクアップ信号送信の間、媒体へのア
クセスを保留するために、プリアンブル６０２ｄから情報を取得することができる。
【００８９】
　[00100]別の実施形態では、低電力ウェイクアップ信号を送信しているＡＰまたはＳＴ
Ａ１０６は、ウェイクアップ信号の前に、自己のためのＣＴＳ（CTS-to-self）、または
ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ：network allocation vector）を設定する他の
フレームを送ることができる。
【００９０】
　[00101]図７Ａは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信
号を送信するための別のグループの例示的な信号送信を図示している。バックオフ信号は
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、ワイヤレス媒体を介して送信されうる。例えば、バックオフ信号は、ＡＰまたはＳＴＡ
によってワイヤレス媒体を介して送られるＣＴＳフレーム７０２ａを含むことができる。
ＣＴＳフレーム７０２ａを受信および復号することができる任意のＳＴＡ１０６は、その
ＮＡＶを設定し、低電力ウェイクアップ信号の持続時間、および同様にオプションでウェ
イクアップ時間期間の間、チャネルへのアクセスを保留しうる。例えば、１つまたは複数
のＳＴＡは、ＣＴＳフレーム７０２ａを受信し、それに応じて、ＣＴＳフレーム７０２ａ
によって示される時間期間中、ワイヤレス信号を送信するのを控えることによってチャネ
ルへのアクセスを保留しうる。１つまたは複数のＳＴＡがチャネルへのアクセスを保留す
る時間期間は、送信された信号と低電力ウェイクアップ信号との間で衝突または干渉が少
しも生じないように、低電力ウェイクアップ信号の持続時間を含むことができる。ＣＴＳ
フレーム７０２ａはまた、ウェイクアップ信号を受信するＳＴＡの様々なコンポーネント
（例えば、トランシーバ、受信機、送信機等）が１つまたは複数のＳＴＡによって送信さ
れた信号を受信することに先立って電源を入れる、あるいはウェイクアップする時間を有
するように、１つまたは複数のＳＴＡがウェイクアップ時間期間の持続時間の間、アクセ
スを保留することを示すこともできる。例えば、上記で説明されたように、ＳＴＡのため
のウェイクアップ時間は、位相同期ループ（ＰＬＬ）コンバージェンス時間、較正係数の
ローディング、および他の登録ローディングの関数でありうる。
【００９１】
　[00102]ＣＴＳフレーム７０２ａが送られた後、低電力ウェイクアップ信号７０４ａは
送信される。対応する低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、低電力ウェイクアップ信号を受信
および検出し、その後そのトランシーバ２１４をアクティベートすることができる。低電
力ウェイクアップ信号７０４ａを送信するＡＰまたはＳＴＡ１０６は、その後、低電力受
信機ＳＴＡ１０６ｅにパケットを送信する。加えて、低電力ウェイクアップ信号７０４ａ
を送信するＡＰまたはＳＴＡ１０６は、上記で説明されたように、ウェイクアップ時間中
に、ヌルフレームを送信することができる。
【００９２】
　[00103]図７Ｂは、本発明の例示的な実施形態にしたがった、低電力ウェイクアップ信
号を送信するための別のグループの例示的な信号送信を図示している。フレームは、２つ
の低電力ウェイクアップ信号７０４ｂおよび７０５ｂが送信されることを除いて、図７Ａ
と同じである。このケースでは、ＣＴＳ７０２ｂは、低電力ウェイクアップ信号７０４ｂ
と７０５ｂの両方の持続時間に関するＮＡＶを設定することを示すことができる。その後
、パケット（例えば、パケット７０６ｂ）は、対応する受信機に送られる。
【００９３】
　[00104]低電力ウェイクアップ信号５００ａに含まれる符号化されたビットは、様々な
異なるタイプの情報を伝えることができる。ＡＰ１０４または別のＳＴＡ１０６に関連付
けられた低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅのケースでは、ビットは、ウェイクアップされるべ
きＳＴＡ１０６ｅのアソシエーションＩＤ（ＡＩＤ）を表現することができる。複数のＳ
ＴＡがウェイクアップされる必要がある場合、複数のＡＩＤが送信されうる。符号化され
た情報は、ＳＴＡのグループの識別子を表現することがきる。このグループのＳＴＡのみ
が実際にウェイクアップし、定期的なページングメッセージを読み取る。符号化された情
報はさらに、各ビットがＳＴＡ１０６ｅを示すビットマップを表現することができる。例
えば、対応するＳＴＡ１０６ｅに関して、ビット＝０が、ＳＴＡ１０６ｅがスリープし続
けうることを示すのに対して、ビット＝１は、ＳＴＡ１０６ｅがウェイクアップしなけれ
ばならないことを示す。符号化された情報はさらに、ＢＳＳの識別子を表現しうる。これ
は、重複するＢＳＳに役立ちうる。このケースでは、識別されたＢＳＳのＳＴＡがウェイ
クアップする。
【００９４】
　[00105]関連付けられていないＳＴＡでは、符号化された情報は、理想的なケースで、
ウェイクアップされるべきＳＴＡ１０６ｅのアドレスを示すためのグローバルＩＤを含む
ことができる。識別子はさらに、所定のタイプのＳＴＡの識別子でありうる。例えば、符
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号化された情報における識別子は、ＩＤのクラスに対応しうる。これらのクラスは、サー
ビス（例えば、温度情報、ベンダのタイプ（vendor type）等を含むセンサ）に基づきう
る。そのため、タイプは、送信電力能力またはベンダのような、ＳＴＡ１０６ｅのいくつ
かの特性に関しうる。
【００９５】
　[00106]図８は、低電力受信機をアクティベートするためのワイヤレス通信の例示的な
方法８００のフローチャートである。方法は、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅによって実行
されうる。ブロック８０２で、ウェイクアップ信号の受信は受信機によって検出される。
例えば、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、ウェイクアップ信号を受信および検出するよう
に構成されうる低電力受信機２２８を有するウェイクアップ回路２３０を含むことができ
る。ブロック８０４で、トランシーバ２１４は、ウェイクアップ信号の受信を検出するこ
とに応じてアクティベートされる。例えば、ウェイクアップ回路２３０は、ウェイクアッ
プ信号を検出したことに応じてトランシーバ２１４をオンにする、あるいは電源を入れる
ことができる。一態様では、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、８０２．１１のような規格
にしたがってトランシーバ２１２を介して通信を送信および受信するように構成される。
【００９６】
　[00107]図９は、低電力受信機をアクティベートするためのワイヤレス通信の別の例示
的な方法９００のフローチャートである。方法は、ＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４によっ
て実行されうる。ブロック９０２で、第１のフレームは、ワイヤレス通信媒体を介して送
信される。第１のフレームは、ワイヤレス通信媒体へのアクセスを保留する時間期間を示
す。例えば、アクティブなトランシーバを有する他のＳＴＡは、第１のフレームを受信お
よび復号し、ウェイクアップ信号が低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅに送信される間、媒体へ
のアクセスを保留することができる。いくつかの実施形態では、第１のフレームは８０２
．１１ＯＦＤＭ　ＰＨＹプリアンブルである。低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅは、第１のフ
レームを復号する能力がないことがある。一態様では、ＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４は
、第１のフレームを送信する。別の実施形態では、第１のフレームは、ＣＴＳフレーム、
または、媒体へのアクセスを保留するためにネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）を
設定することを可能にする他のフレームである。ブロック９０４で、ウェイクアップ信号
は、時間期間の間に第１のフレームを送信することに応じてワイヤレスノードに送信され
る。ワイヤレスノードは、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅでありうる。例えば、第１のフレ
ームを送信したＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４は、その後、ウェイクアップ信号を送信す
ることができる。
【００９７】
　[00108]図１０は、ワイヤレス通信システム１００内で用いられうる別の例示的なワイ
ヤレスデバイス１０００の機能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス１０００は、
図２－４で図示されているワイヤレス通信デバイスよりも多いコンポーネントを有するこ
とができる。図示されているワイヤレス通信デバイス１０００は、ある特定の実装のいく
つかの顕著な特徴を説明するのに役立つコンポーネントのみを含む。デバイス１０００は
、ウェイクアップ信号を受信することができる受信機または第２の受信機１００２を含む
。いくつかのケースでは、受信するための手段は、受信機１００２を含むことができる。
受信機１００２は、図８のブロック８０２に関して上記で説明された機能の１つまたは複
数を行うように構成されうる。受信機１００２は、図２の低電力受信機２２０に対応しう
る。デバイス１０００はさらに、第１のトランシーバまたはトランシーバ１００６をアク
ティベートするように構成されるアクティベーティングモジュールまたは処理モジュール
１００４を備える。アクティベーティングモジュール１００４は、図２のウェイクアップ
回路２３０に対応しうる。トランシーバ１００６は、図２のトランシーバ２１４に対応し
うる。いくつかの実装では、トランシーバ１００６は、少なくとも１つの受信機１０１０
（例えば、図２の受信機２１２または低電力受信機２２８）およびトランシーバ１００６
（例えば、図２の送信機２１０）を備える。受信機１００２（例えば、受信機２１２また
は２２８）およびトランシーバ１００６は（例えば、トランシーバ２１４）はさらに、同
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期モードまたは非同期モードでスリープまたはウェイクアップするように構成されうる。
例えば、非同期モードの半二重の実装では、受信機ユニット１００２がウェイクアップし
ている間、トランシーバユニット１００６は、スリープするように進みうる。受信機ユニ
ット１００２がスリープモードまたは電力節約モードにあるとき、トランシーバユニット
１００６はアクティブモードにありうる。アクティブモード中、トランシーバユニット１
００６は、ワイヤレス信号をアクティブにモニタおよび受信するように構成されうる。い
くつかのケースでは、アクティベートするための手段は、プロセッサモジュール１００４
を含むことができる。アクティベーティングモジュール１００４は、受信機ユニット１０
０２およびトランシーバユニット１００６の両方に動作するように結合される。
【００９８】
　[00109]いくつかの実装では、受信機ユニット１００２は、トランシーバユニット１０
０６よりも少ない電力を消費するように構成される。より具体的には、ワイヤレスデバイ
ス１０００は、トランシーバユニット１００６がある特定の時間期間中に、受信および／
または送信すべきワイヤレス信号が存在しないことを決定するとき、トランシーバユニッ
ト１００６は、電力を節約するために、スリープモードに留まる、あるいはスリープモー
ドまたは電力節約モードに移行するように構成されうる。この期間中、受信機ユニット１
００２は、例えば、ウェイクアップ信号のようなあらゆる到来する信号をモニタし続けう
る、あるいはモニタするためにウェイクアップされうる。そのため、トランシーバ１００
６がスリープモードまたは電力節約モードにある時間期間中、受信機ユニット１００２は
、可能性のあるウェイクアップ信号を検出するためのアクティブモードにありうる。
【００９９】
　[00110]１つの実装では、受信機ユニット１００２は、別の局または別の送信機によっ
て送られたウェイクアップ信号をモニタおよび検出するように構成される。ウェイクアッ
プ信号は、送信機局のカバレッジエリアに位置付けられた全ての受信機によって受信され
ると意図されるブロードキャストウェイクアップ信号、カバレッジエリアに位置付けられ
た受信機のグループに送られるマルチキャストウェイクアップ信号、または指定の受信機
に送られるユニキャスト信号でありうる。別の実装では、ウェイクアップ信号は、２つ以
上のペイロードを備える。ペイロードの各々は、指定の受信機または受信機の指定のグル
ープによって受信されると意図される。
【０１００】
　[00111]図１１は、ワイヤレス通信システム１００内で用いられうる別の例示的なワイ
ヤレスデバイス１２００の機能ブロック図である。ワイヤレス通信デバイス１２００は、
図２－４で図示されているワイヤレス通信デバイスよりも多いコンポーネントを有するこ
とができる。図示されているワイヤレス通信デバイス１１００は、ある特定の実装のいく
つかの顕著な特徴を説明するのに役立つコンポーネントのみを含む。デバイス１１００は
、トランシーバユニット１１０２を含む。いくつかのケースでは、送信するための手段は
、トランシーバユニット１１０２を含むことができる。トランシーバユニット１１０２は
、図９のブロック９０２および図９のブロック９０４に関して上記で説明された機能の１
つまたは複数を行うように構成されうる。トランシーバユニット１１０２は、送信２１０
に対応しうる。デバイス１１００はさらに、処理モジュール１１０４を備える。処理モジ
ュール１１０４は、プロセッサ２０４に対応しうる。いくつかのケースでは、処理するた
めの手段は、処理モジュール１１０４を含むことができる。
【０１０１】
　[00112]図１２は、いくつかの実施形態にしたがった、図２のワイヤレスデバイス２０
２のある特定の例示的な実装１２００Ａ、１２００Ｂ、および１２００Ｃを図示している
図である。ワイヤレス通信デバイス１２００Ａ－１２００Ｃは、図２－４で図示されてい
るワイヤレス通信デバイスよりも多いコンポーネントを有することができる。低電力ウェ
イクアップ検出器１２０４ａ、１２０４ｂ、または１２０４ｃは、図２の低電力受信機２
２８、図１０の受信機ユニット１００２、さらには図１０の第１のトランシーバまたはト
ランシーバユニット１００６の一部でありうる。低電力ウェイクアップ検出器はまた、図
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１１の処理モジュール１１０４の一部でもありうる。低電力ウェイクアップ検出器は、標
準の受信機（例えば、図２２８の受信機２１２）よりも低い電力レベルで、図１のＡＰ１
０４によって送信されたウェイクアップ信号を効率的に検出することに助力する。
【０１０２】
　[00113]図１２で図示されているように、実装１２００Ａを用いたいくつかの実施形態
では、ウェイクアップ信号検出器１２０４ａは、ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ａ
に動作するように結合される。ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ａは、受信機アンテ
ナ（例えば、図２のアンテナ２１６）を備えることができる。ＲＦ信号プロセッサユニッ
ト１２０２ａはさらに、ベースバンドデジタル信号にＲＦ信号をコンバートすることに助
力するアナログデジタルコンバータ（例えば、図４のアナログデジタルコンバータ４１０
）を備えることができる。加えて、ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ａは、受信され
たＲＦ信号を処理する１つまたは複数のデジタルフィルタおよび／または１つまたは複数
のアナログフィルタを備えることができる。ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ａは、
ウェイクアップ信号検出器１２０４ａに、処理された受信された信号を出力する。ウェイ
クアップ信号検出器１２０４ａは、受信された信号に関して判断（decision）を下し、受
信された信号がウェイクアップ信号を備えている場合、ならびに可能性のあるウェイクア
ップ信号が、図１０のトランシーバユニット１００６または図１１のトランシーバモジュ
ール１１０２のようなローカルトランシーバモジュールをウェイクアップさせるように目
標を設定される場合、結果を出力するように構成される。
【０１０３】
　[00114]図１２で図示されているように、実装１２００Ｂを用いたいくつかの実施形態
では、ウェイクアップ信号検出器１２０４ｂは、復調器および検出器ユニット１２０６と
、メモリ１２０８（例えば、図２のメモリ２０６）を備える。ウェイクアップ信号検出器
１２０４ｂは、ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ｂに動作するように結合され、ＲＦ
信号プロセッサユニット１２０２ｂによって処理された信号を受信する。復調器および検
出器ユニット１２０６は、復調器（例えば、図４の復調器４０６）、ベースバンド信号プ
ロセッサユニット（例えば、図５のチャネル推定器およびチャネル等化器４０５）、およ
び／または変換モジュール（例えば、図４のＦＦＴモジュール４０４）を備えることがで
きる。復調器および検出器ユニット１２０６は、受信された信号から可能性のある信号識
別ビットを復調するように構成される。復調器および検出器ユニット１２０６が、受信さ
れた信号を首尾よく復号し、ウェイクアップ信号識別ビットを生成した後、復調器および
検出器ユニット１２０６はさらに、メモリ１２０８に記憶されたローカル識別情報を検索
することができる。検出されたウェイクアップ信号識別ビットがローカル識別情報に一致
するとき、アクティベーションモジュール（例えば、図１０のアクティベーティングモジ
ュール１００４）は、トランシーバユニット（例えば、図１０のトランシーバユニット１
００６）をウェイクアップさせることができる。ウェイクアップ信号を識別するためのロ
ーカル識別情報は、図１０の受信モジュール１００２に含まれるか、またはアクティベー
ティングモジュール１００４に動作するように結合されたローカルメモリに記憶されるか
のどちらかでありうる。
【０１０４】
　[00115]１つの実行では、ウェイクアップ信号は、周波数偏移変調（ＦＳＫ）変調され
たプリアンブルシーケンスを備える。ＦＳＫ変調されたプリアンブルシーケンスは、ウェ
イクアップ信号検出器１２０４ｂのような、受信機にタイミングおよび検出の情報を提供
することができる。ＦＳＫ変調されたプリアンブルシーケンスは、ＲＦ信号プロセッサユ
ニット１２０２ｂによって受信され、ベースバンドのＦＳＫ変調されたプリアンブルシー
ケンスにコンバートされうる。ベースバンドのＦＳＫ変調されたプリアンブルシーケンス
は、復調器および検出器ユニット１２０６によって復調および／または検出されうる。別
の実行では、復調器および検出器ユニット１２０６は、ウェイクアップ信号のプリアンブ
ル内の、拡散および符号化された情報を逆拡散（despread）および復号する。いくつかの
実行では、拡散および符号化のいくつかのパラメータは、ワイヤレスデバイス１２００Ａ
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－１２００Ｃのいずれかのような、送信機と受信機との間で承諾される。いくつかの他の
実行では、拡散および符号化のいくつかのパラメータは、送信機と受信機との間のアソシ
エーション手順中にネゴシエートされる。
【０１０５】
　[00116]図１２で図示されているように、実装１２００Ｃを用いたいくつかの実施形態
では、ウェイクアップ信号検出器１２０４ｃは、相関器１２１０ａ、１２１０ｂ、および
１２１０ｎのような少なくとも１つの整合フィルタまたは相関器と、信号比較器１２１２
とを備える。
【０１０６】
ウェイクアップ信号検出器１２０４ｃは、ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ｃに動作
するように結合され、ＲＦ信号プロセッサユニット１２０２ｃによって処理された信号を
受信する。相関器１２１０ａ、１２１０ｂ、および１２１０ｎの各々は、可能性のあるウ
ェイクアップ信号に対応するように構成され、可能性のあるウェイクアップ信号の識別情
報をさらに備えうる。相関器１２１０ａ、１２１０ｂ、および１２１０ｎの各々は、ＲＦ
信号プロセッサユニット１２０２ｃによって処理された信号を受信し、フィルタされた、
または相関されたウェイクアップ信号および検出された信号値を生成する。相関器１２１
０ａ、１２１０ｂ、および１２１０ｎによって生成された全ての検出された信号値は、信
号比較器１２１２に入力される。信号比較器１２１２は、ＲＦ信号プロセッサユニット１
２０２ｃによって受信された可能性のあるウェイクアップ信号が存在するかどうか、およ
び可能性のあるウェイクアップ信号が、図１０のトランシーバユニット１００６または図
１１のトランシーバモジュール１１０２のようなローカルトランシーバをウェイクアップ
させるように目標を設定されるかどうかに関して判断を下すように構成される。
【０１０７】
　[00117]図１３は、ワイヤレス局とワイヤレスに通信する例示的な方法１３００のフロ
ーチャートである。方法は、ＳＴＡ１０６によって実行されうる。ブロック１３０２で、
バックオフ信号は、第１の時間期間中にワイヤレス局から受信され、バックオフ信号は、
第２の時間期間を示すように構成される。ワイヤレス局は、ＳＴＡ１０６またはＡＰ１０
４を含むことができる。例えば、ウェイクアップ信号が低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅに送
信される一方で、アクティブなトランシーバを有するＳＴＡは、バックオフ信号を受信し
、それに応じて、時間の期間の間、媒体へのアクセスを保留することができる。ＳＴＡは
さらに、低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅがウェイクアップする一方で、時間の期間の間アク
セスを保留することができる。いくつかの実施形態では、バックオフ信号は、ＣＴＳフレ
ーム、または、媒体へのアクセスを保留するためにネットワーク割り当てベクトル（ＮＡ
Ｖ）を設定することを可能にする他のフレームである。ブロック１３０４で、方法は、第
２の時間期間中、ワイヤレス信号を送信するのを控えることによって継続する。
【０１０８】
　[00118]いくつかの態様では、方法１３００はさらに、第１の受信機でワイヤレスデー
タパケットを受信することを備え、第１の受信機は、動作中、第１の電力レベルで電力を
消費するように構成される。方法１３００は、第２の受信機で送信機局によって送信され
たウェイクアップ信号を検出することをさらに備えることができ、第２の受信機は、動作
中、第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成される。
例えば、第２の受信機は、低電力受信機２２８のような、低電力受信機を含むことができ
る。方法１３００はさらに、第２の受信機がウェイクアップ信号を首尾よく検出するとき
、第１の受信機をウェイクさせることを備えることができる。
【０１０９】
　[00119]図１４は、ワイヤレスモデムを介して、ワイヤレスの第１のトランシーバおよ
び第２のワイヤレス受信機とワイヤレスに通信する例示的な方法１４００のプロ―チャー
トである。方法は、ＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４によって実行されうる。ブロック１４
０２で、第１のトランシーバが時間期間中、ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するよう
に、第１のトランシーバに時間期間を示すように構成されるバックオフ信号が生成される
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。例えば、ウェイクアップ信号が低電力受信機ＳＴＡ１０６ｅに送信される一方で、アク
ティブなトランシーバを有する他のＳＴＡは、バックオフ信号を受信し、それに応じて、
時間の期間の間、媒体へのアクセスを保留することができる。他のＳＴＡはさらに、低電
力受信機ＳＴＡ１０６ｅがウェイクアップする一方で、時間の期間の間アクセスを保留す
ることができる。いくつかの実施形態では、バックオフ信号は、ＣＴＳフレーム、または
、媒体へのアクセスを保留するためにネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）を設定す
ることを可能にする他のフレームである。ブロック１４０４で、バックオフ信号は、第１
のトランシーバおよび第２の受信機に送信され、バックアップ信号は、第２の受信機をウ
ェイクアップさせるように構成される。
【０１１０】
　[00120]ここで使用されているように、「決定すること」という用語は、幅広い動きを
含む。例えば、「決定すること」は、算出すること、コンピューティングすること、処理
すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、テーブル、デ
ータベース、または別のデータ構造をルックアップすること）、確定すること、等を含み
うる。また、「決定すること」は、受信すること（例えば、情報を受信すること）、アク
セスすること（例えば、メモリ内のデータにアクセスすること）、等を含みうる。また、
「決定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立すること、等を含み
うる。さらにここで使用されるような「チャネル幅」はある特定の態様における帯域幅を
含みうる、またはある特定の態様における帯域幅と称されうる。
【０１１１】
　[00121]ここで使用されているように、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を参
照する語句は、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組み合わせを参照する。例と
して、「ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、
ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃをカバーすることが意図される。
【０１１２】
　[00122]上記で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／または（
１つまたは複数の）ソフトウェアコンポーネント、回路、ならびに／あるいは（１つまた
は複数の）モジュールのような、それらの動作を行う能力があるあらゆる適した手段によ
って行われうる。一般的に、図に例示されたいずれの動作も、それらの動作を行う能力が
ある対応する機能的手段によって行われうる。
【０１１３】
　[00123]本開示に関連して説明されている、様々な実例となる論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）ま
たは他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここで説明されてい
る機能を実行するように設計された、それらのあらゆる組み合わせを用いて実装または実
行されうる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることができるが、代わりとし
て、プロセッサは、あらゆる商業的に利用可能なプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、またはステートマシンであることができる。プロセッサはまた、例えばＤＳ
Ｐと、１つのマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成との組み合わせの
ような、コンピューティングデバイスの組み合わせとしても実装されうる。
【０１１４】
　[00124]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらのあらゆる組み合わせで実行されうる。ソフトウェアで
実行される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコー
ドとして記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へ
のコンピュータプログラムの転送を促進するあらゆる媒体を含む通信媒体とコンピュータ
記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる任意の利用
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可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、このようなコンピュータ可読媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディス
ク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造または命令の形式で所望
のプログラムコードを搬送または記憶するために使用されることができ、かつコンピュー
タによってアクセスされうるあらゆる他の媒体を備えることができる。また、任意の接続
は、コンピュータ可読媒体と厳密には称されうる。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイ
トから、サーバから、あるいは他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マイクロ波のよう
なワイヤレス技術を使用して、送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚
り対、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義
に含まれる。ここで使用されるような、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的
ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイディスクを含み
、ここで、ディスク（disks）は、大抵磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）
は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コン
ピュータ可読媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有体媒体）を備えうる
。加えていくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体
（例えば、信号）を備えることができる。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒
体の範囲内に含まれるべきである。
【０１１５】
　[00125]ここで開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたは動きを備える。方法のステップおよび／または動きは、本願の特許請求の
範囲から逸脱せずに、互いに置き換えられうる。言い換えると、ステップまたは動きの特
定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／または動きの順序および／または
使用は、本願の特許請求の範囲から逸脱せずに変更されることができる。
【０１１６】
　[00126]説明されている機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、また
はそれらの任意の組み合わせで実行されうる。ソフトウェアで実行される場合、機能は、
コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令として記憶されうる。記憶媒体は、コ
ンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例
として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス
、あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプログラムコードを搬送または記憶す
るために使用されることができ、かつコンピュータによってアクセスされうるあらゆる他
の媒体を備えることができる。ここで使用されるような、ディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光ディスク、デジタル多
目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、およびブルーレイディスクを含み、ここ
でディスク（disk）は大抵、データを磁気的に再生し、一方ディスク（disc）は、レーザ
を用いて光学的にデータを再生する。
【０１１７】
　[00127]したがって、ある特定の態様は、ここで提示された動作を行うためのコンピュ
ータプログラム製品を備えうる。例えば、このようなコンピュータプログラム製品は、命
令を記憶（および／または、符号化）したコンピュータ可読媒体を備えることができ、命
令は、ここで説明されている動作を行うように１つまたは複数のプロセッサによって実行
可能である。ある態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージングマテリアル
を含むことができる。
【０１１８】
　[00128]ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体によって送信されることもできる。
例えばソフトウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは他の遠隔ソースから、
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚り対、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外
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線、無線、マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、撚り対、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波のようなワイ
ヤレス技術は媒体の送信定義に含まれる。
【０１１９】
　[00129]さらに、ここで説明されている方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段が、ダウンロードされうること、および／または、場合に応
じて、別の方法でユーザ端末および／または基地局によって取得されうることが認識され
るべきである。例えば、このようなデバイスは、ここで説明されている方法を実行する手
段の転送を促進するために、サーバに結合されることができる。代わりとして、ユーザ端
末および／または基地局が、記憶手段をデバイスに結合する際に、または記憶手段をデバ
イスに提供する際に、様々な方法を取得しうるように、ここで説明されている様々な方法
が、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピー
ディスクのような物理記憶媒体等）を介して提供されることできる。さらに、ここで説明
されている方法および技法をデバイスに提供するためのあらゆる他の適した技法が利用さ
れうる。
【０１２０】
　[00130]本願の特許請求の範囲が、上記で例示されたまさにその構成およびコンポーネ
ントに限定されないことは理解されるべきである。特許請求の範囲から逸脱することなく
、上記で説明された方法および装置の、構成、動作、および詳細において、様々な修正、
変更、およびバリエーションがなされうる。
【０１２１】
　[00131]前述の内容は本開示の態様を対象としているけれども、本開示の他のおよびさ
らなる態様が、その基本的な範囲から逸脱することなく考案されることができ、その範囲
は、下記の請求項によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信するための装置であって、
　第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受信するように構成され
た第１のトランシーバと、ここにおいて、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を示す
ように構成される、
　前記第１のトランシーバに動作するように結合され、かつ前記第１のトランシーバが前
記第２の時間期間中にワイヤレス信号を送信することを抑制するように構成されたプロセ
ッサと
を備える装置。
［Ｃ２］
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記プロセッサは、前記第１のトランシーバが前記送信持続時間中に前
記ワイヤレス信号を送信することを抑制するようにさらに構成される、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、
Ｃ２に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェックサ
ムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成される、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記バックオフ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルの送信帯域幅
よりも小さい、
Ｃ１に記載の装置。



(33) JP 6250672 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

［Ｃ６］
　前記ワイヤレス局は、前記第２の時間期間中に、第２の受信機に別の信号を送信するよ
うにさらに構成され、前記第１のトランシーバによって送られた前記ワイヤレス信号の不
在は、前記第２の時間期間中に前記第２の受信機によって受信される前記別の信号への干
渉を低減する、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記バックオフ信号は、データを含むペイロードをさらに備え、前記第２の受信機は、
前記データを復号するようにさらに構成される、
Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え、前
記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさら
に備える、
Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号および第２のウェ
イクアップ信号をさらに備え、前記少なくとも１つの第１のウェイクアップ信号は、前記
第２の受信機をウェイクアップさせるように構成され、前記第２のウェイクアップ信号は
、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、
Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信
するように構成され、前記プロセッサは、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づい
てクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、
Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記第１のトランシーバは、前記ワイヤレス局によって送信された送信可（clear to s
end）信号を受信するように構成され、前記送信可信号は、前記第１の時間期間または前
記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを備える第３の時間期間を示すように構成され
、前記プロセッサは、前記第１のトランシーバが前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信
号を送信することを抑制するようにさらに構成される、
Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ１２］
　動作中、ワイヤレスにデータパケットを受信し、第１の電力レベルで電力を消費するよ
うに構成された第１の受信機と、
　前記第１の受信機に動作するように結合され、かつ、送信機局から受信されたウェイク
アップ信号を検出するように構成された第２の受信機と、ここにおいて、前記第２の受信
機は、動作中、前記第１の電力レベルよりも低い第２の電力レベルで電力を消費するよう
に構成される、
　前記第１の受信機および前記第２の受信機に動作するように結合され、かつ前記第２の
受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出するとき、前記第１の受信機をウェイク
アップさせるように構成されたプロセッサと
をさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記第１の受信機は、前記第１の受信機が前記データパケットを受信した後にスリープ
するようにさらに構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第２の受信機は、繰り返し発生する（recurring）時間期間中に前記ウェイクアッ
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プ信号を検出するようにさらに構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記繰り返し発生する時間期間は、規格によって定義される繰り返し発生する時間期間
を備える、
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記繰り返し発生する時間期間は、前記プロセッサと前記送信機局との間でネゴシエー
トされる繰り返し発生する時間期間を備える、
Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信号の送信持続時間の情報を含むプリ
アンブルを備え、前記第２の受信機は、前記送信持続時間の少なくとも１つの部分中に前
記ウェイクアップ信号の少なくとも１つの部分をさらに検出する、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記プリアンブルは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルである、
Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記ウェイクアップ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブル送信帯域
幅よりも小さく、前記第２の受信機は、ワイヤレスチャネルを介して前記ウェイクアップ
信号を検出するように構成され、前記ワイヤレスチャネルの帯域幅は、前記ＩＥＥＥ８０
２．１１プリアンブル送信帯域幅よりも小さい、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ウェイクアップ信号は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを備え、前記プロセッサは
、前記ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵを復調するようにさらに構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記ウェイクアップ信号は、チェックサムをさらに備え、前記プロセッサは、前記チェ
ックサムに基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出するようにさらに構成
される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ウェイクアップ信号は、ペイロードをさらに備え、前記プロセッサは、前記ペイロ
ードを復号するようにさらに構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記ウェイクアップ信号は、少なくとも１つの単相信号を含むペイロードをさらに備え
、前記第２の受信機は、前記少なくとも１つの単相信号を検出するようにさらに構成され
た複数の相関器を備える、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　別のウェイクアップ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるために前記送信機局
によって送信される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記ウェイクアップ信号および前記別のウェイクアップ信号は、前記ウェイクアップ信
号の送信持続時間、または前記別のウェイクアップ信号の別の送信持続時間のうちの少な
くとも１つの情報を備えるプリアンブルを共有する、
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Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記送信機局が前記ウェイクアップ信号を送信した後に、ヌルフレームは前記送信機局
によって送信され、前記プロセッサはさらに、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基
づいてクリアチャネルアセスメントを行うように構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第２の受信機は、前記送信機局によって送信された送信可信号を受信するようにさ
らに構成され、前記送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備え
る、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記送信可信号は、前記送信機局のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別
の所定のアドレスのうちの少なくとも１つの情報を備える、
Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第２の受信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使
用して前記ウェイクアップ信号を検出するように構成される、
Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバおよび第２のワイヤレス受信
機とワイヤレスに通信するための装置であって、前記装置は、
　前記第１のトランシーバが時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するため
の前記時間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生成するように構成されたプロ
セッサと、
　前記プロセッサに動作するように結合され、かつ前記第１のトランシーバおよび前記第
２の受信機に前記バックオフ信号を送信するように構成された送信機と
　を備え、前記バックオフ信号は、前記第２の受信機をウェイクアップさせるように構成
される、
装置。
［Ｃ３１］
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記第１のトランシーバは、前記バックオフ信号の前記送信持続時間中
前記ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するようにさらに構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記
第２の受信機のうちの少なくとも１つは、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信
号の首尾よい復号を検出するように構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記バックオフ信号は、データを備えるペイロードをさらに備え、前記第１のトランシ
ーバまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、前記データを復号するようにさ
らに構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記バックオフ信号の送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を
備える、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３５］
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　前記バックオフ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルの送信帯域幅
よりも小さい、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記バックオフ信号は、少なくとも１つの単相信号を備えるペイロードをさらに備え、
前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、前記少なく
とも１つの単相信号を検出するために複数の相関器をさらに備える、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記送信機は、別のバックオフ信号を送信するようにさらに構成され、前記別のバック
オフ信号は、第３の受信機をウェイクアップさせるように構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記バックオフ信号および前記別のバックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続
時間、または前記別のバックオフ信号の別の送信持続時間のうちの少なくとも１つの情報
を備えるプリアンブルを共有する、
Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記送信機は、ヌルフレームを送信するようにさらに構成され、前記第１のトランシー
バまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、少なくとも部分的に前記ヌルフレ
ームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記送信機は、送信可信号を送信するようにさらに構成され、前記送信可信号は、別の
時間期間の情報を備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少なく
とも１つは、前記別の時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するようにさら
に構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記送信機は、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少なくとも１つを使用して
前記バックオフ信号を送信するようにさらに構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信する方法であって、
　第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受信することと、ここに
おいて、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される、
　前記第２の時間期間中ワイヤレス信号を送信するのを控えることと
を備える方法。
［Ｃ４３］
　前記バックオフ信号は、前記バックオフ信号の送信持続時間の情報を備えるプリアンブ
ルをさらに備え、前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることは、前記送信持続時間中
前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることを備える、
Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４４］
　前記送信持続時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を備える、
Ｃ４３に記載の方法。
［Ｃ４５］
　前記バックオフ信号はチェックサムをさらに備え、前記バックオフ信号を受信すること
は、前記チェックサムを基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出することをさ
らに備える、
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Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４６］
　前記バックオフ信号の送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルの送信帯域幅
よりも小さい、
Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４７］
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信することと、
　少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うこ
とと
をさらに備える、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４８］
　前記方法は、
　前記ワイヤレス局によって送信された送信可信号を受信することと、ここにおいて、前
記送信可信号は、第３の時間期間の情報を示すように構成され、前記第３の時間期間は、
前記第１の時間期間または前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを備える、
　前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信するのを控えることと
を備える、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ４９］
　前記方法はさらに、
　第１の受信機でワイヤレスデータパケットを受信することと、ここにおいて、前記第１
の受信機は動作中、第１の電力レベルで電力を消費するように構成される、
　第２の受信機で送信機局によって送信されたウェイクアップ信号を検出することと、こ
こにおいて、前記第２の受信機は、動作中、前記第１の電力レベルよりも低い第２の電力
レベルで電力を消費するように構成される、
　前記第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を首尾よく検出するとき、前記第１の受信
機をウェイクさせることと
を備える、Ｃ４２に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記方法は、前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせた
後に、または前記データパケットを受信するために前記第１の受信機をウェイクさせる前
に、前記第１の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記方法は、前記ウェイクアップ信号を検出する前に、または前記ウェイクアップ信号
を検出した後に前記第２の受信機を非アクティベートすることをさらに備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、繰り返し発生する時間期間で前記ウェイク
アップ信号を検出することを備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５３］
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間を
検出することをさらに備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５４］
　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１プリアンブルに基づいて前
記送信時間期間を検出することを備える、
Ｃ５３に記載の方法。
［Ｃ５５］
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　前記送信時間期間を検出することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間を検
出することを備える、
Ｃ５３に記載の方法。
［Ｃ５６］
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のチェックサムに
基づいて前記ウェイクアップ信号の首尾よい復号を検出することを備える、
Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５７］
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、前記ウェイクアップ信号のペイロードを復
号することをさらに備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５８］
　前記ウェイクアップ信号を検出することは、複数の相関器を使用して前記ウェイクアッ
プ信号を検出することをさらに備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ５９］
　前記方法は、前記送信機局によって送られた送信可信号を検出することをさらに備え、
前記送信可信号は、前記ウェイクアップ信号の送信時間期間の情報を備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ６０］
　前記送信可信号を検出することは、前記送信可信号の少なくとも１つの宛先アドレスの
情報を検出することをさらに備え、前記少なくとも１つの宛先アドレスは、前記送信機局
のアドレス、前記第２の受信機のアドレス、または別の所定のアドレスのうちの少なくと
も１つの情報を備える、
Ｃ５９に記載の方法。
［Ｃ６１］
　前記ウェイクアップ信号を検出することはさらに、オンオフ変調または周波数偏移変調
のうちの少なくとも１つを使用して前記ウェイクアップ信号を復号することを備える、
Ｃ４９に記載の方法。
［Ｃ６２］
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバおよび第２のワイヤレス受信
機とワイヤレスに通信する方法であって、
　前記第１のトランシーバが時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するよう
に、前記第１のトランシーバに前記時間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生
成することと、
　前記第１のトランシーバおよび前記第２の受信機に前記バックオフ信号を送信すること
と
　を備え、バックアップ信号は、前記第２の受信機をウェイクアップさせるように構成さ
れる、
方法。
［Ｃ６３］
　前記バックオフ信号を生成することは、プリアンブルを備える前記バックオフ信号を生
成することをさらに備え、前記プリアンブルは、前記第１のトランシーバが前記バックオ
フ信号の送信持続時間中前記ワイヤレス媒体への前記アクセスを保留するように、前記第
１のトランシーバに前記バックオフ信号の前記送信持続時間を示すように構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６４］
　前記バックオフ信号を生成することは、チェックサムを備える前記バックオフ信号を生
成することをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機のうちの少な
くとも１つは、前記チェックサムに基づいて前記バックオフ信号の首尾よい復号を検出す
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るように構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６５］
　前記バックオフ信号を生成することは、データペイロードを備える前記バックオフ信号
を生成することをさらに備え、前記第１のトランシーバまたは前記第２の受信機の少なく
とも１つは、前記データペイロードを復号するようにさらに構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６６］
　前記バックオフ信号を送信することは、ＩＥＥＥ８０２．１１ＰＰＤＵ送信持続時間中
に前記バックオフ信号を送信することを備える、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６７］
　前記バックオフ信号を送信することは、ワイヤレスチャネルを介して前記バックオフ信
号を送信することを備え、前記ワイヤレスチャネルの送信帯域幅は、ＩＥＥＥ８０２．１
１プリアンブルの送信帯域幅よりも小さくあるように構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６８］
　前記バックオフ信号を生成することは、少なくとも１つの単相信号を備える前記バック
オフ信号を生成することを備える、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ６９］
　前記方法は、
　前記第１のトランシーバが別の時間期間中に前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留す
るように、前記第１のトランシーバに前記別の時間期間を示すように構成された別のバッ
クオフ信号を生成することと、
　第３の受信機をウェイクアップさせるように前記別のバックオフ信号を送信することと
をさらに備える、Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ７０］
　前記バックオフ信号および別のバックオフ信号は、プリアンブルを共有し、前記プリア
ンブルは、前記バックオフ信号の送信持続時間、または前記別のバックオフ信号の別の送
信持続時間のうちの少なくとも１つの情報を備える、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ７１］
　前記方法は、ヌルフレームを送信することをさらに備え、前記第１のトランシーバまた
は前記第２の受信機のうちの少なくとも１つは、少なくとも部分的に前記ヌルフレームに
基づいてクリアチャネルアセスメントをさらに行うように構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ７２］
　前記方法は、送信可信号を送信することをさらに備え、前記送信可信号は、別の時間期
間の情報を備え、前記別の時間期間は、前記時間期間を備え、前記第１のトランシーバま
たは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つはさらに、前記別の時間期間中前記ワイヤ
レス媒体へのアクセスを保留するように構成される、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ７３］
　前記バックオフ信号を送信することは、オンオフ変調または周波数偏移変調のうちの少
なくとも１つを使用して前記バックオフ信号を送信することを備える、
Ｃ６２に記載の方法。
［Ｃ７４］
　ワイヤレス局とワイヤレスに通信するための装置であって、
　第１の時間期間中に、前記ワイヤレス局からバックオフ信号を受信するための手段と、
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ここにおいて、前記バックオフ信号は、第２の時間期間を示すように構成される、
　前記第２の時間期間中ワイヤレス信号を送信するのを控えるための手段と
を備える装置。
［Ｃ７５］
　前記装置は、
　前記ワイヤレス局によって送信されたヌルフレームを受信するための手段と、
　少なくとも部分的に前記ヌルフレームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うた
めの手段と
をさらに備える、Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７６］
　前記装置は、
　前記ワイヤレス局によって送信された送信可信号を受信するための手段と、ここにおい
て、前記送信可信号は、第３の時間期間の情報を示すように構成され、前記第３の時間期
間は、前記第１の時間期間または前記第２の時間期間のうちの少なくとも１つを備える、
　前記第３の時間期間中前記ワイヤレス信号を送信するのを控えるための手段と
をさらに備える、Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７７］
　前記装置は、
　ワイヤレスデータパケットを受信するための手段と、ここにおいて、前記データパケッ
トを受信するための手段は、動作中、第１の電力レベルで消費するように構成される、
　送信機局によって送信されたウェイクアップ信号を検出するための手段と、ここにおい
て、前記ウェイクアップ信号を検出するための手段は、動作中、前記第１の電力レベルよ
りも低い第２の電力レベルで電力を消費するように構成される、
　第２の受信機が前記ウェイクアップ信号を検出するとき、第１の受信機をウェイクさせ
るための手段とをさらに備える、Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７８］
　前記装置は、前記ワイヤレスデータパケットを受信するための手段を非アクティベート
するための手段をさらに備える、
Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ７９］
　前記装置は、前記ウェイクアップ信号を検出するための手段を非アクティベートするた
めの手段をさらに備える、
Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記装置は、前記送信機局によって送られた送信可信号を検出するための手段をさらに
備える、
Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８１］
　ワイヤレス媒体を介してワイヤレスの第１のトランシーバおよび第２のワイヤレス受信
機とワイヤレスに通信するための装置であって、
　前記第１のトランシーバが時間期間中前記ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するよう
に、前記第１のトランシーバに前記時間期間を示すように構成されたバックオフ信号を生
成するための手段と、
　前記第１のトランシーバおよび前記第２の受信機に前記バックオフ信号を送信するため
の手段と
　を備え、バックアップ信号は、前記第２の受信機をウェイクアップさせるように構成さ
れる、
装置。
［Ｃ８２］
　前記装置は、ヌルフレームを送信するための手段を備え、前記第１のトランシーバまた
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は前記第２の受信機のうちの少なくとも１つはさらに、少なくとも部分的に前記ヌルフレ
ームに基づいてクリアチャネルアセスメントを行うようにさらに構成される、
Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８３］
　前記装置は、送信可信号を送信するための手段をさらに備え、前記送信可信号は、別の
時間期間の情報を備え、前記別の時間期間は、前記時間期間を備え、前記第１のトランシ
ーバまたは前記第２の受信機のうちの少なくとも１つはさらに、前記別の時間期間中前記
ワイヤレス媒体へのアクセスを保留するように構成される、
Ｃ８１に記載の装置。
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